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神殿と神殿事業

副管長

ゴ」 ドン ・B・ ヒンクレー

末
日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の神殿

は，人の霊は永遠の存在であるとい

う，幾百万に及ぶ末 日聖徒の信仰 を，世の

あ らゆる人々にはっき りと示 しています。

この神聖な建物の中で行なわれる事柄はす

べて， 人間 という地上に生を受けた朽ちゆ

く存在が本当は永遠であるという信仰に基

づ くものです。この神聖な主の宮居 に参 入

する人々にとって， これは単なる確信以上

の ものです。 まさに事実であり，何ものも

抑えることのできない，不動の信仰なので

す。

もしその信仰がなければ，神殿の建設維

持 に投ぜ られる巨額の費用も，そこで執行

される儀式にかけられる莫大な時間もすべ

て空 しい ものとなってしまいます。

左 二ニュージー ラン ド神殿

右 ：マンタイ神殿(ユ タ)
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もちろん末 日聖徒のほかにも， 人間の永

遠性輯 ずる人々はいます・救い主の復活

を事実 として受け入れるク リスチャンであ

れば，そう信ずるのが当然です。 またキ リ

ス ト教徒以外にも，生命は永遠であると信

じている人々はいます。時の初めから，死

は人類にとって大きな神秘でレた。「人が も

し死ねば， また生 き るで しょうか」(ヨ ブ

14：14)と い うヨブの疑問は，あ らゆる時

代の人々が心に抱き続けてきたものです。

これは救い主や予言者たちの教えの中で も

アイダホ ・

…

難

論 じられていますが， 永遠の生命を高らか

にうたいあげるこの宣言は，真昼の太陽の

ように輝きを放っています。嘆き悲しむマ

ルタに語 られた救 い主のみ言葉は，不死不

滅を信ずる人々の信仰の柱 となってきまし

た。

「わたしはよみがえりであ り，命である。

わたしを信 じる者は，たとえ死んでも生き

る。

また，生きていて，わたしを信じる者は，

いつまでも死なない。」(ヨパネ11：25-26)

フォールズ神殿バプテスマフォン ト(ア イダホ)

欄 鵬 簸鵬
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パウロの次の言葉 も，時の流れを越えて，

神聖な貝費いを証してきました。

「アダムにあってすべての人が死んでい

るの と同じように，キ リス トにあってすべ

ての 人が生かされるのである。」(1コ リン

ト15：22)』

事 実救いは，すべての人が生きることが

できるようにその命を捧げたもうた神の御

子 を通して与えられるのです。

しかし， 肉体の復活をしのぐ， さらに大

きな 目標がもうひとつあ ります。 それは，

御父の王国に昇栄するということです。昇

栄するためには神の戒めを従順に守 ってい

くことが求め られ ます。またそれは，何 よ

りも先に，神を永遠の御父として，そして

御子を生ける瞭い主として受け入れること

か ら始 まるのです。昇栄するためには様々

な儀式を受けなければな りません。 それは

どれひとつ欠かすことのできない重要 なも

のばかりです。最初に受けるのが，水に沈

め られるバプテスマです。救い主は， この

儀式を受けずにはだれ も神の王国に入るこ

とはできないと言われました。次に来るの

が， みたま，聖霊の賜による新生です。 そ

れからさらに，男性であれば神権への聖任，

参入資格 を備 えた男女に与えられる神殿の

祝福 などが続きます。神殿の祝福の中には，

主のみ前に清い者となるための洗いや濯油

の儀式， また，教 えを受けるためのエ ンダ

ウメン トの儀式 もあ ります。エ ンダウメン

トに伴う義務 と祝福は，私たちを福音の原

則に従って行動するように促 してくれます。

地上でっなぐことを天でもつなぐ結び固め

の儀式は、家族を永遠の絆でひとつにします。

自分 自身のために受ける人々にとって，

これらの儀式は素晴 らしい経験とな ります。

しかし，様 々な宗教儀式がある中で，神殿

の儀式が他 に類するもののない素晴らしい

儀式とされるのは，人に永遠 に続 く結果を

もたらす ものだからです。

神殿は神の宮居であり，神は永遠の御方

です。 これらの神聖な儀式を行なうために，

特別な宮居 を建 てよと命 じられたのは神御

自身なのです。神殿に代えることのできる

ものは地上 に何ひとつ存在しません。

しか し， これらすべての祝福も，これま

で地上に生 を受 けた神の子供が何十億 とい

る中で，参入資格を備えたごく一部の人々

にしか与えられないとしたら，随分と条件

の厳しい排他的なものではないで しょうか。

しかし，天父は御 自分の息子，娘たちに対

する大いなる愛のゆえに， ひとつの道を備

えられ，最終的にはすべての人が神殿の儀

式を受け入れ，恵みを受けることができる

よう機会を与えて下さいました。

主の宮居ではすべての死者にこの機会を

与 えるため，大いなる身代わ りの業が進め

られていますが， それは義務 であると共に

祝福でもあ りま す。今生きている人々が，

福音を聞いて受け入礼る機会に恵まれずに

この世 を去った人々の身代わりとなって，

この地上でしか執行され ない儀式を受け，

それに伴 う祝福をもたらすのです。なんと

素晴らしいことではないで しょうか。幕の

か なたの死者たちは，この代理の儀式の結

果 をいやおうな しに受け入れさせられるわ

けではありません。'しかし私 たちは， この

計画を定めたもうた主御 自身から，すでに
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世 を去った人々のために代理の儀式を行な

うよう，固く命じられています。このように

して進められる業は非常に重要な，他に例

のない ものです。 自発的な奉仕によって進

められる素晴らしい愛の業なのです。

私は，主の宮居で死者の身代わ りとして

働 く数 多くの末 日聖徒を見る時，驚嘆の念

を覚えると共に，すべての人に祝福 を与え

るためにひとつの道を備えられ，この無私

の奉仕の業を行 なう上で必要な信仰を与え

て下さることを，全能の神 に感謝する思い

で一杯にな ります。

この重要な奉仕の業に働く人々は，亡く

なった人々から感謝の言葉を聞かされること

はあ りませんし， それを期待して もいませ

ん。幕の向こうから現世の人に語 りかけて

くる声があるというのは確かに真実ですが，

それはきわめて例外的な事柄です。神殿の

中で働く人々もそのような示 しを期待して

いるわけではあ りません。信仰と，聖霊の

力によって もたらされ る知識，確信に基づ

いて，ひとつの民としてその働きをしてい

るのセす。ほかにも奉仕の業 はいろいろあ

りますが， どれにも働 きに応じた見返 りと

言えるものがあります。・主の宮居での奉仕

の業に多くの時間を捧げる忠実で熱心な人

人の心の中には，いつか次の世で， 自分が

受けた代理の儀式を通 して祝福 を受けた人

人から感謝される時が来るという期待感が

あるか も知れ ません。 しかしどう考えても，

それだけで彼らの献身的な働 きの原動 力を

説明し尽くすことはできません。

この驚嘆すべき奉仕の業についてよく考

えてみて下さい。他のいかなる奉仕の業に

ついて も言えることですが，この働きの中

にあるのは，まさしくキ リス トが持ちた も

うと同じ精神なのです。神殿で働 く人々の

動機には，何ひとつ私心がありません。世

・の中で， この無私の精神以上 に強く求めら

れるものがほかにあるでしょうか。

しかし，主のみ業のすべてがそうである

ように， この業 にも現世 と来世の双方にお

いて味わうことのできる祝福があります。

救い主は，愛をもって神のみ業に献身的に

働 くすべての人々を称賛 して，次のように

言っておられます。「自分の命 を救 おうとす

る者はそれを失い，私のために自分の命を

失 っている者は， それを得 るであ ろう。」

(ジ ョセフ ・スミス訳マ タイ10：39)，

ホームティーチャーへの提案

1.神 殿での奉仕の業を通して得た祝福に

関して，自分の経験を話す。担当家族

に同じような体験や思いをしたことが

ないか尋ねる。

2.こ のメッtz一ジの中に，朗読したり話

し合ったりするのによい聖句や言葉は

ないだろうか。

3.主 の宮居において執行される儀式は，

天父の子供の昇栄にとって，どのよう

な意義を持つのだろうか。

4.「 神殿で働く人々の動機には，何ひと

つ私心がありません」と述べられてい

るが，それはなぜだろうか。、

5.こ の話し合いをより充実したものとす

るために，訪問する前に家長と話し合

っておくとよい。
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私
の両親が教会について学び始めたの

さ なか

は，第一次大戦最中の ドイツです。

当時 ドイッは宣教師の入国を一切認めてい
おい

ませんでした。母は最初，甥から教会のこ

とを知 らされました。その甥は私よ りは年

上で，教会に入ったため勘 当されていまし

た。父は母が私たち子供を連れて集会 に出

ることは許してくれましたが， 自分 自身は

特に何の関心 も示しませんでした。 ところ

がある時，職人仲間のひとりか らモルモン

経を見せられ，教会のことを聞かされてか

らは，モルモン経を読み，福音を学 び，私

たちと一緒に教会に行くようにな りました。

母は支部長か らバプテスマを受けてはど

うかと言われた時， 自分 と子供たちは準備

ができているが， できれば夫が一緒 に受け

られるようになるまで待ちたい と答えまし

た。 父が 「私 だって準備はできている」 と

言うと，母は父がまだやめずにいたタバ コ

のことを指摘 しました。すると父はパイプ

を壊 し， 火の中にくべて しまいました。宝

石と時計の職人だった父は高い机を前にし

て，床まで届 くほ ど長いパイプをくわえて

仕事をするのが常でした。 タバコをやめる

のはさぞ大変だったろうと思います。

当時はバプテスマを受 けるのは非合法と

されていた時代で した。私たちは夜になる

のを待って，市街電車の停車場で何人かの

教会員と待ち合わせ，バプテスマを行なう

川まで行くという段取 りを決めておきまし

た。当 日，私は学校から帰って来ると， と

ても気分が悪くなり， 夕食も取れないほど

10

の 状態になってしまいました。 いざ出発と

いう頃には， さらに具合いが悪くなってい

て，母から今回は待 って別の機会にした方

が良いと言われ ました。 でも私は是が非で

もこの機会は逃 したくない と一 歩 も譲 り

ませんでした。 ケムニッツ川へ向けて1時

間ほど電車で行 った後は，徒歩で公園を通

電車の停車場へ

向かう道すがら，

私たちは

讃美歌を何曲も歌いました。

り抜け， 目的地へ進みました。

電車を降 りた時には， 口をきくのはもち

ろん，歩くこともできないほ ど具合いが悪

く， 父や兄弟たちが交代でおぶって運んで

くれました。 目的地 に着くと，立ち番をし

ている警官がひ とり見えましたが， よく見

ると木にもたれかか りなが ら居眠 りをして

いるのです。 川に続 く道は柵でさえぎられ

ていて，私たちは，兄弟たちがそこに張り

渡された有刺鉄線を押さえている間に腹ば

いで忍び込みました。 川一面に張りつめて

いた氷が割られた後で，私はその夜の内に

バプテスマを受けたいという気持 ちに変わ

りがないかどうか改めて聞かれました。す'

で に真夜中になっていましたが，まだ口が



きけないでいた私は， うなずいて返事をし

ま した。子供3人 ，大 人8人 のその夜 の

バプテスマ志願者の内，私が最初に受ける

ことにな りました。 冬の川は身を切 られる

ほ どの冷たさだったはずなのですが，水に

沈められた時，私は自分の体から何か厚い
から

殼がはぎ取 られるような気がしました。体

の具合 も自分の力で堤防を上 り切れるほ ど

によくなっていました。母や幾人かの姉妹

たちに手伝ってもらって着替えを済ませた

後は，小さな折 り畳み式の椅子に座 って確

認の儀式を受けました。

全員バプテスマを終えると，私たちは細

い道 を引き返 し，鉄条網をかいくぐり，眠

ったままの警官の側を通 り抜けていきまし

た。 明るい月の光 に照らされ，町の中を電

車の停車場へ向かう道すが ら，私たちは讃

美歌を何曲も歌いました。

戦争が終わってしばらくしてから， ドイ

ッにも再び宣教師が派遣されて くるように

な りました。 ある 日曜 日のこと，我が家で

は， アメリカか ら来たばか りで まだ ドイツ

語を話すことのできないひとりの宣教師を

食事 に呼びました。私の両親は4年 ほどイ

ギ リスの リバプールにいたことがあり，英

語は 多少話せました。ところがその晩教会

で行なわれた聖餐会で， この新任の宣教師

が話を依頼されたのです。私は ドイツ語が

全然できないのに話を頼まれた彼を気の毒

に思い，一体 どんな話になるのだろうか と

考えていました。 ドイッに来て大分たっ他

の宣教師か らドイツ語の話 し方を教えて も

聖 徒の道/1982年Il月 号

らう時間 もなかったはずでした。

しかし， 彼は1時 間以上 も話 し続けまし

た。内容は，先に終わったばか りの戦争よ

りも， もっとひ どい戦争が起きるか ら，聖

徒 たちはアメリカに渡るようにというもの

でした。先の戦争の時の苦 しみがまだ生々

しく記憶 に残っていた私たちにとって，そ

れは恐ろしい話でした。帰 り道，私はあの

宣教師が何語を話 したのか両親に尋ねまし

た。私 自身英語 に関する知識はなかったも

のの，それが英語でないことはわかってい

ました。 もちろん ドイツ語で もなかったの

です。 しかし彼の語った言葉の意味はすべ

て理解 していました。 父は，あのような体

験 をすることは二度 とないだろうから，絶

対忘れてはならないと私 に言いました。そ

の長老は異言を語ったのです。

その 日から両親はアメ リカ移住の計画の

こと以外はほとんど何 も話さなくなりまし

た。最初にアメリカに渡 ったのは父で，1

年 後に母 と子供たちを呼び寄せました。母

は初め，心臓病があったために出国はでき

ないと言われていたのですが，それならと

にか く私たち子供だけでもと言い張 り，6

カ 月後には私たちと一緒に渡米する許しを

取 りつけて しまい ました。

あの宣教師が予言したことは，ことごと

く事実となりました。私の姉は改宗するこ

となく，今でも ドイツにいますが，私たち

が去 ってか らの ドイツの様子を話してくれ

たことがあ りますも それは，まさしくあの

宣教師が予言した通 りのことでした。
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一
中央初等協会会長会，会長 ：ドゥワン ・

J・ヤ ング姉妹，第一副会長 ：パージニア・

B・キャノン姉妹，第二副会長 ：マイカリー

ン ・P・ グラス リー姉妹を囲んでお話をお

聞きしました。一 ㈱
記者一 御三人とも，2年 半以上 も中央初

等協会会長会で働いて こられたわけですが，

初等協会に関 して学ばれたことを幾つかお

話 しいただきたいのですが。

ヤング姉妹 私が学んだのは，国によっ

て子供たちはそれぞれ違ってはいますが，

共通 している点の方が多いということです。

どの国の子供 も，同 じような欲求，望 み，

学習意欲を持 っています。 どこへ行 っても，

私は子供たちの可能性や潜在能力に驚かさ

れます。

キャノン姉妹一 私がお会いした指導者の

皆さん も，子供たちと同じように意欲的で

した。 中には教会歴が浅 くて，十分 な訓練

も受けてお らず，知識 も少ないという方も

いらっしゃいますが， どうしたら子供たち

を助けることができるか，熱心 に積極的に

学ぽうとしていらっしゃいます。

グラスリー姉妹一 私 も指導者の子供たち

に対する関心については， いつも感激させ

られてきました。・子供たちは今，かつてな



かった営 ど，外部からの影響 にさらされて

います。初等協会の歴史は，子供 たちを思

いや り，そのために献身的に働 く指導者や

教師の歴史なのです。

記者一 ヤ ング姉妹，初等協会の 目的につ

いては， どのようにお考 えでしょうか。

ヤ ング姉妹一 初等協会の 目的は， レッス

ンや活動 を通 して，子供 たちにイエス ・キ

リス トの福音を教えることです。

記者一 その 目標は果たされているとお考

えですか。

ヤング姉妹 そのうちのひ とつ，すなわ

ちレッスンを通 して福音を教えることに関

しては，果たされていると思います。 しか

し，活動の方は というと，もう少し初等協

会の指導者や教師を励 ます必要があると思

います。子供たちが レッスンで学 んだこと

をどう応用するかを学ぶのは，結局，活動

を通 してなのですか ら。

例 えば， 日曜日の初等協会 の一環 として

「分かち合いの時間」がありますが，その

時間に子供たちは，他のクラスの子供たち

の前で，クラスの発表を行なうことができ

ます。少なくとも，分かち合いの時間の半

分をクラスの発表 に使 って，子供たちが 自

分の学んだことを他 の子供 たちに教える機

会を持てるようにしていただけるとよいと

、思います、。

グラス リr姉 妹一 子供たちは年 に4回 の

聖徒 の道/1982年li月 号

活動 の日に参加 することを通 して，福音の

様々な面をいかに応用するかを学ぶことが

できます。活動を行なえば，体 力面の事柄

も教えることができます。例 えば知恵の言

葉の価値を強調 したりもできます。奉仕活

動 などをすれば，自分 自身を捧げることを

学 ぶこともで きるのです。

記者一 初等協会での学習に関 して，親は

どのように子供たちを助 けることができる

でしよう。

ヤ ング姉妹 日曜 日の集会が終わって家

に帰 ってきたら，お父さん，お母さん方は

お子 さんたち一 人一人に 「今 日は初等協会

で どんなお話をしたの」 とお聞きになって

いただきたいと思 います。私でしたら，も

し子供が明らかにいつも何 も学ばずに家に

帰 って来るようであれば，子供の先生や初

等協会の会長 と話 し合って， そのクラスが

どうなっているのか突き止めます。私は親

として， レッスンがきちんと行なわれてい

るか， 自分の子供に参加 の機会があるか ど

うかは知 っておきたいと思 っています。

キャノン姉妹 親が子供 にしてやれる最

も重要なこととして，子供が初等協会で学

んできた事柄を家庭で補強してやるという

ことがあげられると思 います。教会での経

験や レッスンに家庭での励 ましが加わ って

こそ，子供 たちは霊的な蜂さを身に付けて

い く の で す 。

13
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メ
ルケゼデク神権者には，病気の人に

神権の祝福を施す儀式に携わる特権
『

と権能が与えられていま す。 ヤコブはこう

書いています。「あなたがたの中に，病んで

いる者があるか。その人は，教会の長老た

ちを招き，主の御名によって， オリブ油を

注いで祈 づて もらうが よい。」

これ を行 なうには権能はもとより，信仰

と霊感が どうしても必要になってきます。

「信仰 による祈 は，病んでいる人を救 い，

そして，主はその人を立ちあがらせて下さ

る。」(ヤ コブ5：14-15)

信 仰，霊感，権能， この3つ は神権 の祝

福 を施す時に欠 くことのできないものです。

近代の使徒マ シュー ・カウ リー長老がニ

ュージーランドでマオリ族の父親か ら赤ん

坊の祝福 を頼 まれた時の話を聞いたことが

あ ります。カウリー長老が祝福の儀式を行

なおうとした時 に， その赤ん坊の父親から

こう言われたというととです。「この子に命

名する時に， どうか視力 も与えてやって下

さい。 この子は生まれながら目が見えない

んです。」

カ ウリー長老は一瞬 ぎくりとしたと語っ

ています。「私には自信がありませんでした。

でもポリネシア人のその父親には子供が持

っているような信仰があることを知 ってい

ました。 その信仰 は心理学やいかな る人間

聖 徒の道/1982年H月 号

の知識をもうてして も薄れることなぐ， た

だひたすらに神を信 じ，御子イエス ・ヂ リ

ス トを通 してなされた約束を信じる純粋な

信仰でした。

私はその子 を命名 し，それか ら勇気をふ

りしぽって， その子 に視力が与えられるよ

うにと祝福 しました。

・・私 は数 カ月前にその子に会いました。

もう6，7歳 になっていました。あちこち

走 り回っていて，私 と変わ りなく物 を見る

ことができます。」

私 もニ ュージーラン ドで伝道していた時

に，マオ リの婦 人のことで力強い経験をし

ました。その女の人はひ どい病気で，手術

を受 けるために病院に運ばれました。太っ

た体 と高齢のために，快復 の見込みはほと

んどあ りませんでした。

彼女は私に祝福 してほしいと言ってきま

した。「長老，あなたが祝福を与えて下 され

ば，私 はきっと元気になりますよ。」私は神

権者 としての責任を心に強 く感 じて，儀式

を行 なう前に彼女のベ ッドの傍で祈 りまし

た。 それか ら私 を通 して彼女に祝福が授け

られたのですが，同僚 も私 もその力の勢い

に驚いてしまいました。 そして私は，彼女

に元気 になってもらいたいという個人的な

願いによって祝福を述べてしまったような

気がして，心配になってきました。彼女は

15



●神権の祝福 を与える

1私の手を取
って言いました。「あ りが とうご

ざいました。次の 日曜 日には教会でお目に

かかれると思 います。」

私はまさかと思 いました。 しかし，手術

が成功 して，彼女 はすっか り元気になって

いたのです。次の 日曜 日の証会 に，彼女はち

ゃんと出席 していました。肉体的にはまだ

まだ弱々しい彼女でしたが，立 ってはっき

りとした口調で，大変な時 に助けてもらっ

たことを主に感謝 していました。彼女がこ

のように元気になったのも，固い信仰 を持

って祝福を受けたからだ と言えるでしょう。

ここで心 に留めておかなければならない

大切なことがあ ります。それは，主の思い

は私たちの思いと異なるということです。

神権の業を行なう主の代理 人として，私た

ちには主の霊感を受ける義務があります。

私は，祝福を与えることで身のひきしまる

ような経験をした宣教師を知 っています。1

彼 は，ニュージーランドで支部の教会堂の

修理に携わっていました。その時，屋根の

修理をしていた支部長が，足を踏みはずし

て下の舗装道路 に転落 して しまいました。

この宣教師はすぐに走 り寄って，彼 に力強

い祝福 を宣言し，彼が命 を取 りとめ，完全

に快復すると約束しました。 ところが数分

後に支部長は、息、を引き取 りました。

何とも幻滅したこの宣教師は，アパー ト

に戻 り3通 の手紙を書きました。伝道部長

と出身ワー ド部の監督，そして大管長 にあ

てた手紙です。 その手紙は神権 を自分から

16

病気の時に

癒 しの儀式が必要ですが，

ほかにも子供は……

様々な悩みを持っており，

祝福を動要としています。



取 り上げてほしいこと，宣教師 としての働

きを放棄 したいという内容でした。 そして

ペンを置 き，床に就きました。

しか し彼は，それから一晩中考 え，悩み

苦 しみ，祈った末，主のみこころがなされ
いや

たことを理解 したのです。そして，癒 しの

儀式を執 り行 なう前 には，主の霊感 と導 き

を熱心 に求めなければならないことを知 り

ました。

私 も同じように，あわてて癒 しの儀式 を

行 なったことがあ ります。妻のマーテ ィー

は妊娠 の初期 に幾つか問題があ りました。

それで私はすぐに彼女に祝福 をし，力強 い

言葉を並べて，彼女 も生 まれて くる赤ん坊

も元気であると約束 したのです。私はその

儀式 を終 えるや， 自分のしたことが誤って

いたことを知 りました。子供はすでに体内

で息絶えていたことがわかったからです。

断食 と祈 りの後，私はひ とりの神権者 に

手伝 いをお願 いして，再び妻 に祝福を施 し

ました。 この度は主の導 きに耳を澄 ましま

した。私は子供は元気であるとは約束する

ことができませんでしたが，妻は快復して

他の健康 な子供たちの母でいられることを

約束しました。その子は助かりませんでし

たが，私たちには祝福 にもあったように現

在4人 の元気な子供がいます。二度 目の祝

福 の時，私は自分 自身の個人的な希望 は何

も口にはしませんでしたが，妻 と私は共 に

みたまの慰めによる心の平安 を十分 に感 じ

ていたのです。

聖 徒の道/1982年ll月 号

スペンサー ・W・ キンボール大管長は，

神のみこころと病人に癒 しの儀式を執 り行

なうことの関係を次のように説明していま

す。「癒 しの儀式が行なわれ，そこに十分 な
めい

信仰があり，かつその病人が 『死の命』を

受けていないならば，必ず癒されるはずで

あると，主は私たちに断言しておられる。

(教義 と聖約42：44-48参 照)そ こには3

つの要素があり， そのすべてが満たされな

ければならないのである。 この儀式に従っ

ていない人， また十分 な信仰を表わそうと

しない人や表わすことのできない人が非常

に多い。 もうひとつの要素 も大切である。

すなわち， その人が死の命を受けていない

か どうか ということである。」

キンボール大管長はまたこう述べていま

す。「神権の力には限 りがないが，神は知恵

をもって私 たち一人一人の上 にある制限を

置かれた。私が完全な生活ができるように

なれば，神権の力ももっと高 まるであろう。

しか し，神権 によってさえも私にすべての

病人を癒すことができないことを，私は感

謝 している。私は死ぬべき人に癒 しを与え

ることもできるかもしれないし，苦 しむべ

き人の苦 しみを和 らげることもできるかも

しれない。 しかし，それは，神の目標を妨

げることになるのではないだろうか。」

次に，神権の祝福を与えてくれるよう頼

まれた時 に気をつけなければならない大切

なことがあ ります6私 たちはただ主のみ力

を信 じてこれを行 なうのではなく，主の霊

17
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感を受けたい，主のみ こころを知 りたいと

いう謙遜な願いを持 たなければな りません。

主の導 きを受けた時にこそ，主のみこころ

をなすことができるのです。

私の知っている神権者の中に，霊的な事

柄に関する経験が十分でなかった り，霊感

を感 じ取ることができないために，間違 っ

たことをして しまうのではないか，変なこ

とを言ってしまうのではないかと恐れて，

祝福することをちゅうち ょしている人がい

ます。 また，神権の祝福を与えるというよ

り，むしろ天父に祈 りを捧げている人もい

ます。 しかし癒 しの儀式を行なう場合，天

父に祈 ることと天父から霊感を受けること

の双方を行 なうのが自然です。 なぜなら，

このふたつは天父 との交通 になくてはなら

ないことであり，その点において，神権に

よる癒 しと祝福， また信仰 と霊感 との相互

関係 にも通じるか らです。

時々， この儀式を行 なうのに自分はふさ

わ しくないと感じることがある ものです。

しかし， メルケゼデク神権 を受 け，神権者

として正 しい生活 をしている者であれば，

神権 を行使する責任があります。 しかし，

私たちが第一 に心 に留 めるべ きことは，祝

福を施す前に謙遜 な祈 りを捧げて主の助け

を請 うことです。

ですから，厳密 に言えば，病人に行 なう

癒 しの儀式は神権 による儀 式であり，幾つ

かの大切 な点で祈 りとは異なっています。

これは，神権の権威すなわち神のみ名によ

18

る力で執 り行 なう儀式なのです。つ まり，

私 たちが導きに従う時に，神 の力を使って

神 の代わりに行なうことを主が許 しておら

れるのです。祈 りが主 と交わる力強い手段

であることは言 うまで もあ りません。そし

て祈 りが多くの奇跡 を生んでいます。 しか

し主は，私たちが神権の権能を通して癒 し

の儀式を行なうことと，神権 の力を行使 し

てほしいという適切 な要請を受けることを

認めておられるのです。 このように神権 を

行使することによって，癒 しの儀式の中に

主を招き入れることができます。主はこう

約束しておられ ます。「ふたりまたは三人が，

わたしの名 によって集まっている所 には，

わたしもその中にいるのである。」(マ タイ

18：20)

神 権 者として，私 たちには癒 しの儀式を

行なう機会がたくさんあ ります。定貝会会

長の要請 を受 けて，夜でも病 院に行 って儀

式を施 します。 また，病 に苦 しむワー ド部

会員の もとにかけつけます。しか し，神権

を使 う最 も大切な所 は自分の家庭です。家

族の病気，出産，落胆，失望， このような

場合 に神権 を行使 し，霊感 による祝福を与

えることができます。

病気の時 に癒 しの儀式が必要 なのは当然

のことですが，ほかにも子供は，人間関係

に関する問題や友達 の圧 力，勉強の上での

問題，教師との問題 など様々な悩みを持 っ

ており，祝福を必要 としています。子供 の

ために早くか ら霊感を受 けることによって，



父親は子供 との信頼関係 を高めることがで

き， それは年 々強まり， やがて家族の強い

絆 となるのです。苦 しい時 に父親が親身に

なって霊的な関心を向けてくれたことを覚

えている子供は， もっと重大な事柄 に直面

した時 に容易に父親を信頼することができ

るで しょう。子供たちは，伝道，進路，結

婚 といった人生の大問題 にぶつかる前か ら，

父親の祝福 を通 して得 られる霊感 を必要 と

しているのです。(慰 めや勧告の祝福を与 え

る時 には油は用いない)

ひ どい状態にあった息子 に，癒しの儀式

を行 なった経験があります。 それは夜のこ

とで，長男のダ リンは耳の痛みで苦 しんで

いました。あまりの痛さに大声 を上 げて泣

いていました。 ところが祝福をすると痛み

がとれたと言 って寝てしまいました。力を

使 い果たしたのでしょう。 ぐっすりと寝入

ってしまいました。
み

翌朝，息子 を小児科医 に診せると， ダリ

ンの鼓膜は夜のうちに破れ， その結果感染

力が弱まったので，眠れたのだと言われま

した。私 たちは鼓膜がいつ破れたかわかっ

たので驚いてしまいました。小児科医は，

聴力が この先ずっと低下する恐れがあるの

で，薬で感染を止めた後で耳鼻科へ連れて

行 くようにとア ドバイスを受けました。

数週間 して専 門医に診せたのですが，ダ

リンの耳には何 の異常 も見いだせ ないとい

う医師の言葉 に，私たちは驚きました。鼓

膜は完全な状態で，破れた跡 も残っていな
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いと言うのです。 このことは，主のみ力の

偉大さと，神権の祝福 の効果 をはっきりと

した方法で教 えてくれた実に厳粛で力強い

経験で した。

主 は，私たちの 自ら信ずることが 「神の

前に強 くな」る(教 義 と聖約121：45)と 約

束 しておられます。 こうして神が与 えて下

さった信頼の心 を持つ ことによって，私た

ちは神か ら授かった権能を行使 し， それを

敬慶かつ積極的な方法で用いる機会を見い

だすことができるのです。

話し合いのために
「神権の祝福を与える」を個人であるい

は家族で読んでから，次の事柄について話

し合ってみましょう。

4.

2.

3.

4.

神権による癒しの儀式を行なう時に祈

りはなぜ大切か。信仰はなぜ大切か。

神権による癒しの儀式を行なう前こ「主

の霊感と導きを熱心に求めなければな

らない」のはなぜか。

健康が快復するという神権の祝福を受

けながら，快復しなかった人を知って

いるか。そのような場合，ここに引用

されているスペンサー ・W・ キンボー

ル大管長の言葉は，どのような支えと

なるか。

慰めや勧告の祝福を受けたことがある

か。その時の気持ちはどうだったか。

このような祝福を行なうのが適切だっ

たのは家族がどのような時であったか。
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「あなたは

この人たちが

愛する以上 に，

わたしを

愛するか」

セレスティア・ホワイトヘッド
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私
はその頃，6歳 を頭に5人 の子供 を

持つ若い母親でした。夫のバ ンは法

律学校 の1年 目を終えたところでした。私

たちは福音に基づいた生活を営み，主か ら

の恵みを受 けてきました。実際私たちの結

婚生活は深刻な問題 とは無縁だったのです。

また私 の生活の中心は家庭でした。私 は妻

であること，母であることに喜びを抱 いて

はいましたが，毎 日が家事や 日々の雑用で

明け暮れていて，霊的な刺激に欠けている

と感 じることがありました。 しかし私 には

どのように生活を改善 していけば良いかわ

かりませんでした。祝福 に対する感謝 の気

持 ちを示 そうとも思いました。でも，逆境

に遭ったこともないのにどれだけ祝福 され

ているかなどは知 りようがあるでしょうか。

しかし，すべての物事 には必ずその反対

のものがなければならない というリーパイ

がヤコブに語 った教えが(II二 一フ ァイ2：

11-15)， 私 の人生に間もなく新たな意義 を

持 ち始めることになったのです。今では私

は，生涯 において本当に価値 のある物に気

づくには，反対や苦 しみや逆境を経験しな

ければならないことがよくわか っています。

また主のみこころを受 け入れ，主に全面的

に頼ることが，逆境を経験することによっ

て得 られる最大の教訓だということも知 り

ました。

目まいや吐 き気，平衡感覚 の障害など，

気がか りな症状に見舞われたのです。 その



時私 には乳飲み子がいましたし，その上バ

ンは法律 の期末試験 を控 えていました。絶

対に病気になってはいけない時 に病気にな

ってしまったのです。 しか し私たち家族 は，

この事態 を何 とか切 り抜けなければな りま

せんでした。医師は内耳 を調べた後，私 を

神経科へ回 しました。 そして検査 のため早

速入院することになったのでした。

検査 は苦痛を伴 い，激 しい頭痛 と吐き気

に悩まされました。私は苦痛が和 らぐよう

に，また耐える力が与えられるように繰 り

返 しお祈 りしました。 するとその祈 りは即

座 に答 えられ，私は驚き，また謙遜 な気持
しゆよう

ちになったのです。医師達 は腫瘍の疑いを

持 っていました。 それは少しショックでし

たが，私 とバ ンは，腫瘍 といっても大 した

ことはなく，手術すれば治るものだろうと

単純に考えていました。 しか しある朝神経

私は苦痛が和らぐように，また耐える力が与えられるようにお祈りしました。す

るとその祈りは即座に答えられ，私は驚き，また謙遜な気持ちになったのです。
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科医が，気落ちした様子で病室にやって来

て，脳腫瘍が発見されたと宣告 したのです。『

その時の私の衝撃を想像 してみて下 さい。

重症でした。 医師は夫に，この種 の腫瘍 は

手術が不可能で，おそらく悪性の ものだろ
ぽうぜん

うと言いました。私たちふた りは呆然 とし

ました。突如として楽観的な考 えは消え，

未来が崩れ去って行 くのを感 じました。

私は生きていなければならない理由をす

べて考 えあげました。 バンをひとりに

するなんてことできないわ。彼はこれから

先どうやっていくの。それに子供たちはど

うなるの。

多くの人々が私たちのためにお祈 りをし

てくれました。私の母は，万一の場合代 わ

れるものなら自分が代わ りに死 にますよう

にと祈 ってくれたそうです。私はそのこと

を何週間 も後になってから知ったのですが，

今で も思い出すたびに胸が熱くなります。

母はどんなに私 を愛してくれていたことで

しょう。また同じワー ド部の会員は断食し，

お祈 りをしてくれました。私は大きく心を

動かされました。入院している間は， これ

ほど多くの素晴らしい人々が心配 してくれ

ていたなんて思ってもみませんでした。

夫は苦悩と戦っていました。後悔 はしま

せんでじた。 でも私たちは一緒に長生 きし

ようと前々か ら話 し合 っていたのです。私

たちはいつも一緒でした。 いまさら離れ離

れになって一体 どうやって暮 らしていった
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ら良いのでしょう。夫はどんな事態が起 こ

ろうと受け入れ られる理解 力と平安 と勇気

が得 られるように祈 りました。

私 も前向きの姿勢でいられ るように祈 っ

てはいましたが， あの 日が来 るまでは答え

は与 えられませんで した。 その朝私は何気

なく聖書 を開いていましたが，私 の目は，

主がペテロに言われた 「あなたはこの人た

ちが愛する以上 に，わたしを愛するか」 と

いう言葉 に釘づけになったのです。(ヨ ハネ

21：15)こ の質問は私 に向けてなされたよ

うに感 じました。私は主 をこの世 のどんな

ものよりも愛しているでしょうか。他の何

よりも，た とえ私 の命その ものよ りも。私

は答 えました。主よ，その通 りです。私は

自分 自身の命よりもあなたを愛 してい ます。

ついに私は主 に従い，「みこころが行なわ

れますように」 と心から言えるようになり

ました。 そして主に従う気持 ちになれて，

言いようのない平安で満 たされ ました。私

は もう恐 くなどあ りません。つ らいことが

あるとすれば子供 たちのことだけです。彼

らが私 と離れ離れになって，他のだれかの

手で大きくなるなどということにがまんで

きるで しょうか。でも私 たちは神殿で結び

固められた永遠の家族です。私たちが再び

ひとつ となるのは確かなことです。

この一連の出来事で私 は地球で過 ごす期

間の本当の意味 をはっき り知 りま した。永

遠の計画か ら比べると，百年生 きられたと



して も地球 で過ごす期間はほんの束の間で

す。だれかが地球 を去 る時，残された人が

寂 しく思 うのは当然ですが， 人生 を素晴 ら

しい物で満たし，成長 し続けられるように

努 力するべきです。亡 くなった人 も，霊界

ではなすべきことがた くさんあるのです。

神様に従 うようになるにつれて，私はみ

たまが常 に燃え，私 の中の力が愛する人た

ちに注ぎ込 まれるのを感じました。 また霊

界では多くの人が私 を待っていてくれるか

ら，恐れたり寂 しがった りする必要 はない

ことがわかり始 めました。愛する実のお父

さん と義理 のお父さんが霊界で私 を迎 えて

くれるでしょう， しかし自分の残 り少ない

人生をきちんとしておかなければならない

という思 いが次から次へ と湧 いてきました。

もしなんとか生き続けられたとしても，死

ぬ覚悟 だけはしておかなければな りません。

医師は最後の検査 をする決断を下 しまし

た。 それは髄液 に空気を注入するというひ

どく苦痛を伴うもので した。 この検査をす

ることにより種瘍の正確 な位置がわか り，

コバル ト照射を施す手助けとな ります。検

査の前 に私 は素晴 らしい神権の祝福 を受け，

その中で退院することを約束され ました。

検査 の後で快復 を待 っている間，医師は

驚いた様子で家族のそばにやって来ました。
しゆよう

腫瘍が発見されなか ったと言うのです。腫

瘍 のあった形跡は確かにあるのですが， そ

の場所には何 もないのです。医師は説明に
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窮 しました。そして診断に誤 りがあったこ

とを認めました。

突然私は 「寿命が延びる」 ということが

どういう意味か身を持 って知 りました。私

は新 しい生命をいただいたのです。結局私

たち家族は，愛する天のお父様の寛大な心

と知恵とによって今 もこうして一緒にいる

のです。私の寿命は延 ばされました。17日

間の入院生活を終え，私は歩くのさえやっ

とでしたが，この上ない幸せに包まれて病

院を後にしました。 これも多くの信仰の厚

い，素晴らしい方々の祈 りのおかげであり，

神権 の祝福 と力のおかげです。

体 力が回復するにつれ，私の毎 日は炊事

や掃除，洗た くにおむつ替 えといった世俗

的な雑事にまた追われ始めました。 しかし

今 まで以上 に感謝 と幸福感にあふれた毎 日

になりました。それに絶えずみたまを求め

ることの大切 さ，子供 たちに福音 を心を込

めて教えることの大切 さ，また もっと充実

した祈 りができるように努力することの大

切 さを理解するようになりました。

私は今，主の私に対する信頼にふさわ し

い人生を送れるようにいつ もお祈 りしてい

ます。 どれだけ生きられるかはだれにもわ

か りません。私 は自分の人生の一瞬一瞬 に

最善 を尽 くして行きたいといつも思ってい

ます。
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愛
する兄弟姉妹，私は神の聖徒 に会 う

たびに，心 に喜びを覚えます。

私たちが属 しているこの教会は，正直，

高潔，高い道徳水準を・説 くなど，様々な点

で，今世界中にその名を知 られるようにな

っています。教会 は一個の団体として，今

の代の標準，道徳 とは異なる原則を唱導 し，

それ に従 っています。

私たちも皆，一個の教会員 として， それ

ぞれ に独 自性 を持 ち，程度の差はあって も，

教会の教えの中の何がしかを身をもって示

しているのです。

すべての会員が教会の教 える生 き方 を完
おく

全に，また臆することなく人々に宣言し，

自らもそれに従っていくことの必要1生と重

要性 について話 したいと思います。

どちらの側 にもつこうとしない，あいま

いな態度をとる人に対 して，黙示録の中で

次のような強い警告がなされています。

「わたしはあなたのわざを知 っている。

あなたは冷たくもなく，熱くもない。む し

ろ，冷たいか熱いかであってほしい。

このように，熱 くもなく，冷たくもな く，

なまぬるいので，あなたを口から吐き出そ

う。」(黙 示3二15-16)

自分 な りにこれを話 そうと考 えていたこ

とがあったのですが，私 自身の実際の体験

を話すようにと勧められてお りますので，

恐縮ながら少々私事 を述べさせていただき

たいと思います。その体験から私が得た教

訓が，少しで も皆さんの助けになれば幸い

です。

1942年 ， あの重大な戦局の折，私はアメ

リカ空軍の一兵卒 として軍務 に就いていま

した。場所はイ リノイ州のチャヌー ト・フ



イール ド，ある寒い晩，私は不寝番に立 っ

ていました。寒さと眠気 と闘って持ち場を

回りながら頭の中で考えたのは， そんな務

めの惨 めさばか りでした。そして朝が来た

時，私は胸の内に幾つか固い決心をしてい

ました。

当時私 は婚約 をしていましたが，ひ と月

に50ド ルという軍隊の給料では，結婚はで

きない相談でした。一それで，将校にならな

ければと思 ったのです。不寝番の務 めが明

けて1日 か2日 の内に，私は士官学校への

入学願書を提出しました。 しばらくたって

口頭試問の 日が来 ました。私は他の幾人か

と一緒に召喚され，資格適性審査 を受ける

ことになりました。私 は大学で2年 を送っ

た後，南アメリカで伝道をしていましたが，

資格適性審査 と言われても，取 り立てて挙

げることのできるものはほとん どありませ

んでした。22歳 という若 さと健康 な肉体，

私にあるのはそれくらいの ものでしたが，

入学願書に教会の宣教師としての務めを記

入できたのは嬉 しいことで した。

'い ざ試問とな
って，私 は自分 に向けられ

た様 々な質問に驚きました。質問のほとん

どが私の伝道生活 という点に集 中したので

す。「タバコは吸わないのか?」 「酒は?」

「酒 やタバコをやる他の者については どう

思 うか?」 これらの質問に答えるのは，別

にどうということもありませんでした。

「君は祈りをするのか?」 「将校 も祈 るべ

きだと思 うか?」 という質問をした審査官

は，いかにも百戦練磨 という感 じの将校で

した。彼は とて も， よくお祈 りをする人に

は見えませんでした。私 は考 えました。「自

分が本当に思ってることを言ったら，彼の
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気分 を損 じないだ ろうか?差 し障 りのな

いところで，祈 るかどうかは個々人の問題

であるという返事ならどうだろうか?」 私

は何 としても将校 になりたいと思っていま

した。不審番や炊事当番などの惨めさもさ

りながら，とにかく，結婚できるだけの経

済的な裏付けが欲 しかったのです。

しかし，私 はあいまいに言葉を濁すこと

はしまいと決め， 自分は祈 りをしてるとい

うこと， また将校 たち も過去の偉大な将軍

たちと同じように，神の導きを求める方が

良いと思うと答えました。それから，将官

は想定できる様々な事態に備 え，祈ること

も含 めて，部下 をその時々に応 じた適切な

行動が とれるように導 く必要 があるとつけ

足したのです。

そ してさらに興味深い質問がいろいろと

出てきました。「戦時下 においては道徳律の
し かん

弛緩 もやむを得ないと思うが， どうか?」

ひとりの上級将校が言いました。「通常の状

況下で家庭の中では許容されない行動でも，

戦 闘という緊張 した状態では許容されても

いいと思 うが，その点について君はどう考

えるか?」

ここでも，しようと思 えば，あいまいな
かせ

言葉 を使 って，点数 を稼 ぎ，偏狭な精神の

持ち主でないということを示すことはでき

ました。私は純潔の律法を人から教えられ

ると共 に， 自分も人に教え，守 ってきまし

たが，審査官たちがこの標準に即 した生活

をしていないことはよく承知 していました。

「さあ
，将校 になれるか どうか，これが最

後のチャンスだ。」道徳律に関 して自分は自

分 なりの信念を持 っているが，それをあえ

て他の人に押し付けようとは思わない，と

25



激派激凝，数辰※廉※凝撒凍数辰

道徳に関して

二重の標準は

あり得ないと

思います。

激凝※旋※旋激廉激凝数凝激凝

答えたとして も，信仰に背 くことにはなら

ないだろうという考 えがふっと頭 をかすめ

ましたが，その時， 自分が宣教師として純

潔の律法を教 えた多くの人々の顔が次々と
かんつう

浮かんできました。聖典が私通や姦通につ

いてどう教えているか，私はよく心得てい

ました。

返答 をそれ以上延ばすことはできません

でした。そして，「道徳に関 して二重の標準

はあ り得ないと思います」 と答えたのです。

それからまた，世 に宣言 している信仰 に

忠実な生活 をしようと努めているかなどと

いう点 について，幾つか質問があったと思

います。私は 自分の答えが審査官たちの気

に染まず，評価 も間違いなく低いだろうと

思いましたが，それはそれでどうしようも

ないとあきらめることにしました。数 日後，

結果の発表があり， それを見た私 はびっく

りしてしまいました。私の名前の横には，

なんと`～評点95"と 書 かれていたのです。

私は士官候補生の中の上位グループに入れ

られ，入学 に先立って伍長に昇進すること

にな りました。卒業時には少尉に任ぜられ，
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結 婚 もして，今まで幸せな生活を続けてき

ています。

この口頭試問は私にとって，人生の最 も

重大な岐路に立たされた時でした。信仰 を

貫き， 自己の本当の姿を見つめ，皆さんと

同じように， 自分 自身の立場を明らかにし

なければならないことが， これまで何度 も

ありましたが，まさしくそのような時だっ

たのです。 このような経験がすべて望 まし

い結果で終わったわけではありません。 し

かしこうした体験は， いつも私の信仰 を強

め，たとえ予期せぬ結果が現われた にして

も，それ に適応 していく力を与えて くれ ま

した。

私はこの口頭試問を初め，様々な経験か

ら，たとえ相手が自分の信仰を受け入れて

くれず，冷淡な態度を示すようであっても，

自分の信念をはっきりと宣言するな ら，彼

らも私 たちに敬意 を払ってくれることを学

びました。

傍観者的な態度 をとる人がいます。真理

への確信はあるのですが，社会，家族， ま

た経済的，政治的な事柄への配慮が先 に立

って しまって，真理に固くつけないでいる

のです。フェス トから 「博学がお前を狂わ

せている」(使 徒26：24)と 非 難された時，

パウロとアグリッパの間に次のようなや り

とりがなされ ました。

「『王はこれ らのことをよく知 っておられ

るので，王に対して も，率直に申しあげて

いるのです。それは片すみで行 われたので

はないのですから，一つ として，王が見逃

されたことはな いと信 じます。

アグ リッパ王よ，あなたは預言者を信 じ

ますか。信 じておられ ると思います』。



アグリッパがパウロに(聖 典の中で最 も

蒜 しむべき言葉 を)語 った。『おまえはもう

少 しでわたしをクリスチ ャンにしようとし

ている』。」(欽 定訳使徒26：26-28)

「も う少しで」「大体，ほとんど」。こう

した言葉は何 と悲しい響きを持 っているこ

とでしょう。善 良な教会員のほとんどは知

恵の言葉を守 り，神権会や聖餐会 に出席 し，

家庭 の夕べを開いています。什分の一 も，

完全にではなく，大体納めている人がいま

す。

信仰は持 っているものの，社会的な圧迫

の故に 自分が信者 で あるこ とを人々 に知

られるのを恐れるという人は，救 い主の時

代か ら存在してきました。ヨハネは社会的

な対面を恐れた役 人たちについてこう書い

ています。

「しかし
，役人たちの中にも，イエスを

信じた者が 多か ったが，パ リサイ人をはば

かって，告 白はしなか った。会堂から追 い

出されるのを恐れていたのである。

彼らは神のほまれよりも，人のほまれを

好んだからである。」(ヨ ハネ12：42-43)

パ ウロが コリン ト人に宛てた手紙 にはこ

うあ ります。

「だから愛する兄弟たちよ。堅 く立 って

動かされず，いつ も全力を注いで主のわざ

に励 みなさい。主 にあっては， あなたがた

の労苦がむだになることはないと，あなた

がたは知っているからである。」(1コ リン

ト15：58)

何 カ 月か前，私は妻と一緒 に， ノッチ ン

ガム ・イングラン ドステーキ部の リチャー

ド・リチャー ドソン監督の奥さん，フェイ・

リチ ャー ドソン姉妹の証 を聞く機会に恵ま
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れました。 リチャー ドソン姉妹の許しを得

ておりますので，その時の話 を少し引用さ

せていただきたいと思います。

「大分昔のことですが
，学校で宗教 に関

する授業の時，私は 自分の証ははっきり表

明 しなくてはならないということを学びま

した。14歳 の時で した。教師は生徒全員に

どの教会の会員かを尋ねた後で，こう質問

しました。『皆さんの中で，神 の存在を信 じ

ている人は どのくらいいますか?』

私 は体が熱 くなり，顔が赤くなるのを覚

え，心の中でつぶやきました。 『どうした

の!今 こそ 自分 が信 じてる ことを証しな

くちゃならない時なのに。」私は直観的に思

いました。皆人間の学問に染め られ過ぎて，

神 を信 じているような人はひ とりもいない

し，手を挙げる人もいないと。 でも，私は

静かに手を挙げました。そしておずおずと

した様子で， クラス中の視線を一身に浴び

なが ら， こう言 ったのです。『私 は，神は実

在す るのではないか と思 っています。』

なぜあんなことを言ったのか と，私はひ

どく後悔 しました。はっきりと証すること

もできたはずなのに，あいまいなことを言

ってしまったのです。私 はそれからという

もの，あの時のクラスで堂々と立ち上が り，

神が生きたもうと強い証 をする自分の姿を

よく夢見ました。 もう一度あの時の状況が

再現され，神に対する心からの 愛を話すこ

とができたらと，何度思った・か知れません。

しかし幸いに，私はその時の出来事から教

訓を得，福音に関する話し合いの場で，あ

いまいな言動をすることは以来一度 もあり

ませんで した。」 戸

リチャー ドソン姉妹はさら、にこう続けま
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した。「ある時，ノッチ ンガムの公立図書館

の一室で，『モルモンに関する事実 と幻想』

という映画が上映されることにな りました。

夫は職場か らまっすぐに図書館 に向かいま

した。私 もどうしてもその映画 を見たいと

思い，3人 の子供を連れてバスで行 きまし

た。

上映予定の30分 ほど前になって，ある人

から，『どなたか町 に出て，ごの映画の宣伝"

用 のパンフレットを配 っていただけません

か』 との呼びかけがあった時，私はそれこ

そ自分のなすべき仕事であると思いました。

その時，心の中に，『でも，本当は行 きたく

ないんでしょう?見 ず知 らずの人に話し

かけるなんて，できっこないわ』 という声

があったのですが，私は 『その通 り，本当

はそうなの，でも私はやるわ!』 と自分に

言い聞かせました。

心の中で言い争 うふたつの声を聞きなが

ら，私は立ち上がりました。そして視線を

下に向けると，そこには， まじまじと私を

見つめる，かけがえのない3人 の子供の 目

がありました。『もしここで，信仰 を行ない

で示 さなかったとしたら，私は子供たちに

とってどんな母親になってしまうだろうか』

と考 えました。私 たちは多くの時間を使っ

て子供に福音 を教 えてきました。 そして，

もし教えたことを自ら実践しないとした ら，

自分でそれを打ち崩 して しまうことになる

のです。私のなすべきことは決まっていま

した。

私たちはパンフレットを受け取 り，小さ

な長女にサ ンドイッチマンがつけるような

広告板を体の前 と後 につ り下げさせてか ら，

一緒に町に出て行 きました。パ ンフレッ ト
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数旋激廉撒派激辰※辰激凝撒尿

たとえ相手が自分の信仰を

受け入れてくれなくても，

自分の信念を

はっきりと宣言するなら，

彼らも私たちに

敬意を払ってくれることを

学びました。

※廉激廉※辰激辰※派※派撒辰

を配 っても，果たして映画を見 に来て くれ

る人がいるか どうかはわか りませんで した。

で も， 自分たちの責任を果たすと共に，伝

道が，時々家庭 の夕べで話 し合 うだけにと

どまるものではないことを教える機会 に恵

まれたのはとても幸せでした。ゴ

聖徒は什分の一や捧げ物 を納めることに

よって も， 自分 の信仰を明らかにし，さら

には祝福 を受けることができます。 また，

お金や物の管理法を覚え，納めた残 りの分

をよ り賢明に用いることができるようにな

ります。 そして信仰が強められていくので

す。

まだ若い時分，監督 に召された時のこと

です。私は最初にワー・ド部会員の什分 の一

の記録簿を見て非常に驚きました。私はそ

のワー ド部の中で育ち，多くの会員から福

音を学び，すべての人を友 としていたので

す。 ずっと教えてくれた彼らは，私にとっ

ては英雄でした。私は彼らを愛し，彼らも



私を愛 してくれていました。ですから，断

食日に皆の前に立 って，神 と地上 における

そのみ業に対 して不動の信仰を述べた人が，

什分 の一となるとそれをぐらつかせてしま

っている状態を知 った時は大変なショック

で した。

罪の中へ逆戻 りし，つまず く人が大勢い

ますが，私は福音の中には2度 目のチャン

スがあると信 じています。福音の中の2度

目のチ ャンスとは，救い主 を知 らないと言

った時のペテロのように，ひ とたび 自分の

弱さに気がつけば，後は二一ファイ第三書

に 「信仰堅固で少 しも動かず，喜んで全く

熱心 に主の命令 を守ったから決 して教会 を

去らなかった」「III二一 ファイ6：14)と 書

かれているレーマ ン人のようになれるとい

うことです。

自分の本当の姿というものは，幾ら隠そ

うとしても，隠 し切れるものではありませ

ん。内面か らにじみ出てくるのですから，

すぐに見抜かれてしまいます。欺こうとし

て も， 自分を欺 くだけのことです。私たち

は，実は何 も着ていないのに，美しい衣服

で盛装していると思い込 まされた，あのお

とぎ話の王様のような ものです。

信仰堅固で少 しも動 じることのない人は，

その内に， 目には見えない大 きな力を秘め

ていますが，さ らにヲ強い霊的な力を豊か

に与えられていくことでしょう。

最後に，私たちが携わっている， この神

聖な業が真実の ものであることに関 して，

私の心か らの確信 を申し上げたいと思いま
かしら

す。この教会を導かれる，頭なる御方は，

私たちの主，救い主，イエス ・キ リス トで

す。主はこのみ業 をスペ ンサー ・'W・ キ ン

聖徒 の道/1982年H月 号

ボール大管長を通して導いておられます。

キンボール大管長は，今地上 における神・の

王国の もろもろの働 きを指導しています。

;の 教会は主の教会であ り，主のみ業と

栄光は，主御 自身の導きの下 に， この世 界

の多 くの国々に広がりつつあります。

この神聖な働きが神の命によるものであ

ることを，イエス ・キ リス トのみ名によっ

て証 します。 アーメン。

(1979年8月25日 ， カナダ地域大会におけ

る説教)

話し合いのために

個人または家族でこの説教 を読んでから，

福音の学習の時間に，以下の事柄 について

家族 と話 し合 うとよい。

1.

2.

3.

、4.

この説教の中では，中途半端な信仰の

人々に対する主の警告が取 り上げられ

ているが，証 を強めるためにはどのよ

うなことを行 なえばよいだろうか。

この説教の中では，信仰の試金石の例

として，知恵の言葉や純潔の律法に対

する従順が説かれている。 では，同じ

ように私たちの信仰の試金石 となる教

えにはどのようなものがあるだろうか。

成功 したり，幸せになった りするため

には，世の人が していることをしなけ

ればならないのだろうか。

主の教 えに対する忠実さのゆえに，人

から遠避けられた場合， どのように対

処すべきだろうか。真理に忠実 な者 に

与 えられる主の報いはどのようなもの

か。
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最後の転任

ポール ・ジェームズ・トスカー ノ

伝驚灘灘灘藷奮
う。転任があるのはわか っていました。伝

道部長 自身が宣教師の配置転換をそれとな

くほのめかしていたのです。 それで私 は，

伝道生活最後の6カ 月は，おそらく巡回宣

教師 としての任務が与えられるのではない

かと想像 していました。1そうなった時のこ

とを考 えると心が浮き浮きしました。

転任通知が届 くや，私は封 を切 るのも，も

どか しく， 中の通知書を取 り出しました。

新 しい責任 に関する詳細な指示を探 して，

それにざっと目を通 した私は，がっくりし

鑑.
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てしまいました。私が期待 していた召しで

はなかったのです。

私はまったく平常心を無 くし，腹の底に

は，何かわけのわからない痛 みのようなも

のが起きてきました。注意深く， もう一度

その通知書を読み直してみました。 しか し，

書いてあることは同じでした。私の伝道は，

北 イタリアのティレニア海 に面 した ジェノ

バの町で，先輩宣教師 として幕 を閉じるこ

とになったのです。書 いてあったのはそれ

だけでした。

同僚 に自分のひどい落胆を悟 られまいと

一生懸命装 ったつもりでしたが
，彼は私 に

何か普通でないことが起 こった と感 じたよ

うでした。

玉石を敷き詰めた春の日のフローレンス

の通 りは，雲間からもれ る午後の陽光で照

り映え， ひしめき合 う赤茶けた建物のあち

こちの窓には，色とりどりの花 を植 えた陶

製の鉢が見 えました。

何 も言わずに青空市場の方へ向かって歩

く私 と同僚の靴音が，その細い路地 にコツ

コツと響いていました。市場は新鮮 な野菜

や熟した果物を大事 そうに抱える主婦たち

であふれ， チーズやソーセー ジの鼻をつ く

強い臭いでむんむんしていました。糸， リ
どん す

ボン，色鮮やかな織物，亜麻布，椴子，羊毛

地のキル ト， レース，強烈な臭いの皮製品，

木製のイコン，タペス トリー，絵，大理石

の彫刻，べニス製の見事なガラス器など，

ありとあらゆる物が屋台店一杯，所狭 しと

並べ られ，大 きな声で値切 り交渉 をする買

物客や売 り物の間をせわしげに動 き回る売

手のざわめきで活気が充満 していました。

私たちは人 ごみを避 けて，アル ノ川とい

う，泥水の流れる川に架けられた古い橋の

近 くを歩きました。 そこで私は，期待 して

いた責任が与えられなくて非常 に落胆した

こと，先輩宣教師，監督長老 として最善を

尽 くしてきたこと，時 には，これ以上は耐

えられないというところまで，歴史や記録

の係 として伝道本部で報いのない仕事に多

くの時間を過 ごしてきたこと，また，良い

宣教師となるためにどれだけ頑張 ったか，

伝道生活最後の数 カ月を巡回宣教師ではな

く，先輩宣教師 として終 えることになって，

どれほどがっか りしているかを同僚に話し

ました。

私の話が終わ って，ふた りは歩みを止め

ましたが，同僚が口を切 って言 ったのは，

「大切 なのはどういう責任かではなくて，

どう責任 を果たすかで しょう」 という，絶

対に聞きたくないと思 っていた言葉，そし

て，何度 も自分 に言い聞かせていた言葉で

した。

私 は今 にも泣き出さんばか りで した。同
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僚が言ったことは私にもわか っていました

し，教会員としての生活の中で何度 も聞か

され，心から信 じてきたことで もあ りまし

た。 それなのに，巡回宣教師 になりたいと

いう思いか らまだ逃 れ られな いでいたの

です。 自分の心の奥深くに手 を伸 ばし， そ

の思いを根こそぎにしたいと何度思 ったか

知れません。 でも，どうしてもできなかっ

たのです。そんな気持ちを心 の中から追い

出したいと祈 り，あるいは， そんな気持 ち

は初めからなかったのだと自分 に言い聞か

せ，その気持ちと戦 いもしました。 しかし，

それを追い出すこともできませんでした し，

自分を偽ることもできませんでした。現実

を直視 しなければならなかったのです。 し

てきたこと自体 に間違いはありませんでし

たが，動機が誤 っていたのです。

かつて経験 したことのない深 い失意 を味

わった時，自分が何の価値 もない，見下げ

果てた人間のように思 え，不純 な動機 と思

いが心の中に巣食っていくようにな りまし

た。 自分の人生は偽 りだったのではないか

と思え，生きているのがいやになりました。

今 にして思 えば，私はあの時，神に助け

を求め，思いのたけを尽 くして祈 っていた

のです。 どうして私は与えられているもの

に満足できないので しょうか?指 導者 に

なりたいという気持ちが こんなにも強いの

はなぜ なので しょうか?何 ひとつ間違い

のなかった伝道生活を，なぜ こんなことで

台無 しにしなければならないのでしょうか?

自分が本当に求めていたのは何だったので

しょうか?喜 びを感ずるためには どうし

たらよいのでしょうか?主 よ私 のどこが ・

悪かったのでしょうか?何 が必要なので

しょうか?何 をしなければならないので

しょうか?ど こに安 らぎがあるので しょ

うか?

何 もかもが最悪の状態 に見え，もうこれ

以上，この苦 しみに耐えることはできない

と思 った時，不意に心に強 くささやきかけ

てくる ものがありました。闇の中に突然光

が現われたようで した。

自分のものではない，何かはるかに高貴

な存在が語 りかけてくるような感 じでした6

「あなたが本当に必要 としているのは
， 自

分がキリス トの意にかなうものであるとい

う示 しです。教会の召 しが その示 しとなる

ことはあ りません。真の示 しは聖霊 による

ものです。」

少しの間，私は この世 の救い主の名前以

外，何 も思 うことができませんでした。頭

の中にあるのは，救 い主の名前だけでした。

そして，言うに言われぬ喜び と安 らぎが心

を満たしたのです。

理解の 目が開かれていきました。私が他
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の何 にも増 して必要 としていたのは， 自分

は価値ある存在であ り，救い主に受 け入れ

られ，主の愛と信頼 を受 けているという気

持ちだったのです。私は， 自分が価値ある

存在であ り，伝道部長，教会，そして特に

主の意 にかなう者であるという示 しを，教

会の召しの中に求めていました。私は大切

な原則を忘れていたのです。主に受け入れ

られたことの示しとして与えられるのは，

指導的な責任ではなく，聖霊，すなわち，

みたまの力，実，賜なのです。

フローレシスのあの古 い橋 の上で，理解

の 目を開かれなかった としたら，私は教会

でより高い召しを追 い求 め，失意 と悲 しみ

をさらに深 くしていったに違いあ りません。

おかしな言い方か も知れませんが，本当に

必要でないものを，十分に得ることは絶対

にできません。 なぜなら，必要がないもの

で満足することは絶対 にできないからです。

代用物から本物 のもたらす満足感 を得 るこ

とはできないのです。

，私は，教会の召 しを，みたま，愛，イエ

ス ・キ リス トに受け入れ られているという

気持ちの代用物にしようと思 っていたので

す。 しか し， こめ最後の転任以来，いかな

る教会の責任，この世 的な力，学問上の誉

れ，富，名声，スポーツの記録 も，キ リス

トと，キ リス トに受け入れ られているとい

う確信に代えることはできないと思うよう

になりました。 この確信 は他 の何よりも心

に慰 めを与えてくれます。

主は私 たちから希望，夢，命，愛する者

を取 り去 り，時間，才能，富，心，勢力，

思い，体力を尽くすように求めることがあ

るか も知れません。 しか し，それは主がそ

れ らのものを欲 し，必要 としているからと

言 うわけではあ りません。私たちがそれら

のものを主以上のものと考えた り，真の神

の代わ りに， 口の利けない偶像，偽 りの神

神 として礼拝 した りしないようにするため

なのです。

ほかのことはともか くとして，私にはた

うたひ とつ確信できることがあります。私

は他の どのような感覚よ りも確かな聖霊の

力によって，十字架 につけられたナザレの

イエスが死か らよみがえられたことを知っ

ています。主は再び地上に来られます。そ

の時，「ラッパが響 いて，死人は朽ちない者

によみがえらされ」(1コ リン ト15：52)主

を愛し，その現われを待ち望む人々は栄光

の雲の中に主の姿 を見，勝利の内に空中高

く上げられ，主にまみえるのです。

その 日私たちは皆，今は理解できない方

法 によって，何を もってしても， イエス ・

キ リス ト，すなわち主に取って代 えること

はできないことを理解するのぞす。
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私
は東 コロンビアにある小さな町の出

一

身です。私はそこで教会 について学

び，バプテスマを受け ました。 また伝道に

出たいと思 うようにもな りました。家族 の

中でこの福音を受け入れたのは，私ひとり

だけでした。

私は宣教師の手伝 いをするために， また

同時に伝道の経験を積むために，ほとんど毎

晩宣教師と出歩いたもので した。彼 らから

どこへ伝道に召されたいか尋ね られた時の

私の答えはこうでした。「ベネズエラ以外な

らどこだっていいんです。」それ というのも，

その頃は私たちの国とベネズエラの間に緊

張が高 まっていたので，私はベネズエラの

人々に対しては，愛 も理解 も持 ち合わせて

いなかったのです。

ベネズエラ以外なら

〆

マ リオ・G・エチェベ リー

騨騒

霧



時が過ぎ去 り，私は伝道部長の面接 を受

けることになりました。その中で彼はひと

つの質問をしました。「兄弟，あなたは主が

召される所ならどこへでも行 って下さいま

すか。」

私は即座に 「もちろんです。伝道部長」

と答えました。

すると彼は身を乗 り出し，私の 目を見つ

めて言いました。「もし主があなたをベネズ

エラヘ召されたとしてもですか。」私はその

時伝道部長が私 の気持 ちを知 っていたこと

に気づきました。一呼吸 して，何 とか 「主

が召されるのなら行きます」 と口では言え

ましたが，心の中には，依然としてベネズ

エラの人々に対するわだかまりが残 ってい

ました。

ついに白い汰 きな封筒に入った伝道の召

しを，郵便配達が運んで来る 日がやってき

ました。中を開いてみると，私はやは りベ

ネズエラ伝道部へ召されていました。その
や

夜私はひざまずき，ベネズエラヘ遣 らない

でほしいと主 にお折 りしました。 しばらく

の 間主 に事 情 をお話 した後，私 はあなた

の助けが必要なのですと訴 えたのです。私

は立ち上がって電気をつけ，教義 と聖約の

ペー ジをめくり始 めました。私の手は53章

で止ま りました。 そこには主か らの答えが

あったのです。
なんじ しか

「見よ
，……われ汝の祈 りを聞けり。而

つ

して汝 は…… 汝の召 …… に就 きて，主な

る汝の神 によりて知 らんことを求めたり。

汝，長老となるわが聖任を引き受けてわが ・

言に従い，信仰 と悔改めと罪の赦 しとまた
と

按手によりて聖霊を受 くるこ.とを説くべ し。
おい

また汝は……監督の任命する地 に於てこの
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教会の代理人となるべ し。重ねて言う，わ

が願 うは終 りまで忍ぶ者のみ救 わるるを汝

の知 らんことな り。」(教 義と聖約53：1，

3-4，7)

本 を閉 じて もう一度 ひざまず くと，謙遜

な気持 ちがわき起こってきました。涙がほ

おを伝 い，私は主のみこころに異議を唱え

たことについて赦 しを請 いました。

ワイシャツとネクタイに身をつつんだ私

は，ベネズエラヘ行 く覚悟をすっかり決め

ていました。私は救 いを必要としている大

勢の人々に会いました。今度は，彼らの味

方として，この世の悪と戦わねばなりません

でした。そして私は，ベネズエラの人々を

全霊を尽 くして愛するようにな りました。

彼らの中にはきょう神殿 に入った人 もいれ

ば，教会の指導者 となっている人もいます。

宣教師になっている人さえいます。

私はベ ネズエラの人々か ら計 り知れない

愛を受け，また心 を満たす ことができまし

た。 そしてなぜ私がこの主のぶどう園の一

部に遣わされたかがだんだんわかってきた

のです。伝道の召 しを解任 された後間もな

く，一番大 きな祝福 がやってきました。私

の母 がバプテスマの水 に入るのを見ること

ができたのです。私は人々を主の王国に導

く者に主が約束された喜びを知 りました。

また主の導きによって，伝道はイエス・キリ

ス トのみ業であることがわかりました。福

音 の訪れ を待 っている何百万人もの人々に

回復のメッセージを伝えるのは，私たちに

課せ られた責任です。そしてこの責任を果

たす一番良い方法は，フルタイムの宣教師

として主が私 たちをどこへ召されようと雄

雄 しくその召 しに応えることだと思 います。
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今 日という日
七十人第一定員会会員 デレク・A・カスバート

漕 畿
我
が家の娘ヘイゼルの部屋には1枚 の

ポスターが張ってあります。 そこに

は 「今 日という 日は，残された人生の第1

日」という簡単かつ重要 なメッセージが書

かれています。 当たり前のことにも思えま

すが，福音に照らして考 えてみると，奥深

い内容を持 っているのがわかるで しょう。

今 日という 日は私たちの生活の過去 と未

来の重大な分岐点です。 もし過去の生活が

主のみこころと一致 したものでなかったと

しても， 罪を悔い改め，今は新たな人間と

なっているなら，主は私たちの過去の行な

いを記憶 にとどめることはないでしょう。

反対に，過去 にいくら神権者としての働 き，

情け深い行ない，伝道などをしていたとし

て も，今主に忠実でなければ，それ らは何

の益 にもな りません。

私たちが実際にどちらの側 に付 くかは，

思い，言葉，行ない，志において， 自分 自

身を今どのように保っているかによって決

まるのです。主は古代 と末 日の予言者の双

方に，この点を絶 えず強調されました。主

はエゼギエルを通 してこう宣言されました。

「義 人の義は
，彼が罪を犯す時には，彼を

救わない。……

悪人がその悪を離れて，公道と正義 とを

行なうならば，彼はこれに よって生きる。」

(エゼキエル33：12，19)さ ら に時代を下

ると，予言者ジョセフ ・スミスを通 して次

のような約束が与えられています。「見よ，

およそすでにその罪を悔 い改めたる者は赦

され，主 なるわれもはやこれを忘るべし。」

(教 義と聖約58：42)

悔 い 改め，変化，霊的な目覚めが今こそ

必要なのです。作為，不作為の別は問わず，

私 たちは皆罪を犯 しているのではないでし

ょうか。皆天父の大きな期待 に応えられな

いでいる有様なのではないでしょうか。主

が過去の行 ないを忘れて下さり，新 しく出

直しができるということは，何と素晴らし

い特権ではないでしょうか。使徒パウロは

エペソの聖徒たちに勧告 して次のように言

っています。「情欲 に迷って滅び行 く古き人

を脱ぎ捨て，

心の深みまで新たにされて，

真の義と聖とをそなえた神にかたどって

造 られた新 しき人を着るべきである。」

(エペソ4=22-24)

私 は1975年 に伝道部長の責任を与えられ

るまで， イギ リスの実業界で 多忙な毎 日を

送 っていました。私の執務室は140ヘ ク タ

ール以上の大工場の 門を見下ろす位置にあ
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今 日 と い う 日

りました。石油やセルロー スなどの原料が

貨車や トラックなどで次か ら次へ と大工場

に運ばれてくるところ，また， それからし

ばらくして，美しい織物や有益なプラスチ

ック製品などが，倉庫，商店，家庭へと運

び出されていく光景をよく目にしました。

変化 という奇跡が起こり， 原材料が美しい

製品に姿 を変えたのでした。

私たちも皆この変化を体験しなければな

りません。貴い原材料はすでに与えられて

いるのです。 ものを考える力，気概，行動

力，才能，空間，時間などは，すべて私た
ゆだ

ちの管理に委ねられています。慈悲深い天

父がこれ らの ものを私たちに与えて下 さい

ましたが， それは私たちが土の中に埋める

ためではあ りません。さらに磨き，5倍 ，

10倍 とするためなのです。私たちの生活の

中か ら一体何が生まれて くるのでしょうか。

これまでの私たちの変化の過程は，果た し

て十分なものだったでしょうか。 時間とエ

ネルギーをもっと節約し，才能，英知，行

動力をさらに実 りのある方法で用い，今，

この過程をより能率の高い効果的なものに

しようではあ りませんか。

ナイアガラの滝を何度か見たことがあ り

ますが，そのたびに驚かされるのは，1分

間に130ト ン以上の水を約60メ ー トルも落
ばく ふ

下させ るこの爆布が持つまだ未利用の大変

な潜在エネルギーです。 これが利用される

ようになると，500万 馬 力のエネルギーが

得 られ，豊富な電力を人々に供給できるの

です。私 たちも皆，人々に祝福をもたらし，

啓発し， 自らも進歩成長 して才能を伸ばし，

生活を素晴 らしいものとする同様の力を持

っています。 では，それを実現するための

かくせい

鍵は何で しょうか。霊的な覚醒，変化，改

善，障害の克服，新規巻 き直し，歩みを速

めること，今 日をきのうよりも良い一 日に

すること，これ らが鍵です。これ らは どれ

を とっても， 永遠の進歩に欠かす ことので

きないものです。に もかかわ らず，私たち

の 多くは，霊的成長，ク リスチャンにふさ

わ しい特質を身につけるなどの点になると，

幾分反応が鈍 くなった り， 目が覚 め切れな

いようなところがあるのです。何かひとつ

の徳を身につけようという目標を設定した

時でも，それ を達成するための時間は幾 ら

で もあるという風に考えて しまうのです。

緊張感，今 それをするのだという気持ち，

今 日という時を大切 にする心が， もっと求

め られているのです。 スコッ トランドで伝

道の責任に就いていた時は特にそうでした

が，私は何年 もの間， 人々にひとつの質問

を繰 り返してきました。「もし今 日までしか

生 きられないとした ら， どんなことをしま

すか。」 求 道 者 か古 くからの会員か，また

老若の違いなどを超えて，私 たちはこの質

問について考 えなければなりません。 そう

すると次のような疑問が湧いて くるでしょ

う。「私が本当にしなければならないのは何

だろうか。天父は私 に何を望んでおられる

のだろうか。私 にとって最 も価値あること

は何だろうか。」優先順位を定めた生活をす

ることは，とても大切なことです。「現世 は，

人間が神に逢う用意をしなくてはならぬ時

期である。…・・

・後から夜のような暗やみの生涯がや

ってきてそこへ 入った ら何の働 きもできる

はずがない。」(ア ・ルマ34：32-33)時 間は

どんどんなくなっていきます。

聖 人の道/1982年II月 号
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この20年 の間に声を大にして叫ばれてき

た中のひとつに，天然資源を大切 に利用 し

ようということがあ ります。なすべき様々

な事柄に優先順位をつけてい くなら， その

大きな利益のひとつとして，時間という乏

しい原材料 を節約 して用いることができる

ようになるでしょう。毎 日の初めに， その

日の内に果たすべき10の 事柄を書き出して

表 にしておくのは良い方法です。 これ とあ

わせて，時間を厳守し，信頼される人間に

なるべく努力するなら，時間の浪費を少な

くし，いらだつ気持 ちをかな り解消できる

ようになるでしょう。

18年 前，新任のステーキ部長 として初め

て総大会に出席した折，私は時間の厳守と

いう点に関 して価値ある教訓を得ました。

私は様々な部門に分かれて教会の業務を進

める組織をひと通 り訪問してみたいと考え

ていました。 当時，教会の各部門はソル ト

レーク ・シティーの各所 に広く散在してい

ました。 中でも一番の願いは，デ ビッ ド・

O・ マ ッケイ大管長 に面会することでした。

予言者と5分 間面会できるか問い合わせた

ところ，午後1時 半に待っているという返

事をもらいました。私はこの素晴 らしい特

権にもう有頂天で した。 その 日の午前中，

各部門を訪問 して回 りながらも，私の心は

喜び躍っていました。そして時間は どん ど

ん過ぎていきました。

何気なく時計に目をやった私 はびっくり

してしまいました。時計の針が約束の刻限

ぎりぎりのところを指 していたのです。 教

会本部 ビル目指 してものす ごい勢いで走 り

ました。着いた時には顔は真っ赤で息も絶

え絶えでした。 「1分 遅 れて いた ら，大管

長に会 う機会を逃 していたか も知れません

よ」と言われた時の私の気持ちを考えてみ

て下さい。幸いその後，マッケイ大管長に

会 うことはできた ものの， この時の言葉は

今でも私の耳の奥に残っています。

私は時々，生 まれ故郷のイギ リスのノッ

チ ンガムにあった，ある教会の時計を思い

出すことがあ ります。その時計には太い字

で 「今 こそ主を求める時」 という勧告が書

かれていました。子供たちはこの時計を見

ながら，針がベ ッ ドに入る時間を絶対に指

さないようにと願いました。若者たちは楽

しく過ごそうと外に行きながら，つまらな

い時を過 ごして しまうことがよくありまし

た。それで も彼 らには，時計の針のことで

くよくよと考えるようなところはありませ

んでした。彼らの将来にはあ り余る時間が

あったか らです。少なくとも彼 らはそう考

えていました。 人生の夕暮れ，老いの頃を

迎えた人は，果たさないままになっている

事柄をなすべき時はまだあると望みをかけ

ています。実際，救い主の再臨の時は近づ

いており，私たちは皆，この世のたそがれ

時 にいるのです。

まさしく，今 日という日は，残された人

生の第1日 です。 しか し， もし最後の 日だ

としたらどうでしょうか，皆さんは何をし

ますか。

「日の照る間に働け

今 日の義務 をよく果たせ……

今 日 今 日つ とめよ

今 日あるのみ 明 日は無 し」

(讃美歌43番)
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ほん

さんのところヘミルクを2本 とどけ
い い え

に行きました。すると,そ の家のお
うた こえ き

ばさんがわたしの歌う声を聞いて,
なに うた

こうたずねま した。｢何 を歌っている

の。｣
ひかり

わたしはこたえました。｢光となる
うた

ようにって,歌 っているんだよ。｣
なに ロ

｢そ れは何rP｣

きようかい うた
｢教 会の歌なの

。｣
きようかい

｢ど この教会?｣

まつ じつせい と きょうかい
｢末 日聖 徒イエス･キ リス ト教会

さ。｣
き な まえ

｢へ え ,あ んまり聞かない名前ね。
な まえ

ほかにも名前があるんじゃないの。｣
きようかい

｢う ん
。モルモン教会。｣
きようかい

｢その教会のこと
,お ばさんにも

おし

教えて くれない。｣

き しゃ しゅうかん

記者:そ れから2週 間ほどして,そ
か ぞ く きょう

のおばさんの家族は,モ ルモン教
かい

会につどいはじめたそうです。ア
ちようろう

ブレア長老にとって,こ れがはじ
でんどう

めての伝道のけいけんでした。

わたしのかいしゅうについては,
はは

田にかんしゃしなければなりません。
まつ じつせい と せんきょうし

末日聖徒の宣教師たちは,わ たした
か ぞ く よ

ぢ家族に読むようにといって,モ ル
なん

モンけいと,何 さつかのパンフレッ

40

はは て

トを田に手わたしていったのです。
はは

わた しは,よ く田･といっ しょにモル
よ せ んきょうし

モンけいを読みました。宣教師たち

は,わ たしたちがわからないところ

を,た くさんせつめいしてくれまし
はは

た。わたしは,田 といっしょにモル
よ だい

モンけいを読むのが大すきで した。
はは きょうかい

田は教会でとてもかっぱっで,こ れ
ね ん しょとうきょうか い おし

までもう25年 も初等協会で教えてい
あに いま

ます。兄もとてもかっぱつで,今 は

ブエノスアイレスでかんとくをして

います。

き しゃ ちょうろう

記者:長 老がよくおぼえていらっし
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くれました。ぜんぶすりつぶすには,
じ かん

4,5時 間かかるので す。わ た しは,
い

こくもつをきかいに入れはじめまし
なに

た。何もかもうまくいきました。と

ころが,と つぜんきかいがはねあが

ってしまったのです。そのようなと
ぷ ぶん

きは,き かいのある部分をはず して,
いち

もう一どしめなおせばよいわけです。
ぶ ぷん

わたしは,き かいのその部分をはず

したのですが,し めなおすことがで

きませんで した。こんなことでは,
とう

お父さんをがっかりさせてしまうと
お も

思って,わ たしはなきだ しました。
とき きょうかいいん

その時,わ たしは教会員になって
はん とし しょとうきょうかい

半年くらいでしたが,ふ と初等協会
おも だ

のレッスンのことを思い出して,シ

クシクなきながら,ひ ざまずきまし
とき いの

た。その時のお祈 りを,ま だおぼえ
とうさま

ています。｢お父様,た すけてくださ
な

い。 イエス･キ リス トのみ名 によ っ

て,ア ー メン。｣そ して,わ た しはき
あ る いち

かいのほうへ歩いていき,も う一ど

やってみました。すると,き かいは

うごきはじめたのです。
つぎ かい

その次のあかし会で,わ たしはは
ひ とまえ

じめて人前であかしをしました。わ
いの

たしはお祈りしたときにおこったこ
はな

とを,と ってもかんたんに話 して,
かみ さま

せきにつきました。わたしは,神 様

42

い の

がお祈りをきいてくださって,そ れ
し

にこたえてくださることを知ってい

ます。
きょうかいいん

わたしは,教 会員になってから,

アルゼンチンでいろいろなことがお
み し ぶちよう

こるのを見てきました。支部長をし
きょうかいどう

ていたとき,さ いしょの教会堂がた
きようかいどう

ち ました。教会堂がたつ と,ヒ ュー･
ビ　 ふくかんちょう

B･ブ ラウン副管長がけんどうしま
いま

した。今で は,ア ルゼ ンチンには25
ぶ まんにん かいいん

のステーキ部があり,8万 人の会員
かみさま

がいます。神様がアルゼンチンと,
みなみ くに ぐに

そのほかすべての南アメリカの国々
ふ くいん

に福音がつたわるようにされたので
でん どう ぶ ちよう

す。わたしが伝道部長をしていた3
ねん でんどう ぶ ない まん せん

年のあいだに,伝 道部内で1万2干
にん

人のかいしゅうしゃがありました。
しん

そしてまもなく,ア ルゼンチンに神
でん

殿がたちます。みんな,と てもかん

しゃしています。ほんとうにゆめの

ようです。
み らい み らい せんき ょう し

未来のしどうしゃ,未 来の宣教師
きょうかい こ ども すこ はなし

である教会の子供たちに,少 しお話
おも いま

したいと思います。今は,ど うぞた
み

のしくすごしてください。でも,未
らい

来のためのじゅんびもわすれないで

ください。みなさんはひとりのこら
てん とう

ず,天 のお父さまのたいせつなむす

ご,む すめなのです。
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ねん がつ にち

99年3月28日,ハ ロル ド･ビ

18一.脹 藩 はアイ彌

クリプトンの躯さな篇場で生まれま
だいかんちよう

した。リー大管長は17さ いのときに
がっこう せ んせ い

学校の先生になり,18さ いのときに

ぶさな小箪覆の膿 になりました。
だいがく

それからユタ大学をそつぎょうし,
しゅう ぐん しょう

ユク州ソルトレーク郡のふたつの小
がっこう こうちょう

学校の校長として,は たらきました。
だいかんちょう ぺんきょう

リー大管長が勉強ずきになったの
かあ ほん よ

は,お 田さんが本を読むようにすす
だいかんちよう

めてくれたためでした。リー大管長
かた

はこう語っています。

｢わた しが生まれてはじめてもっ
ほん たい め

た本は,ず いぶん大へんな目にあっ
て い むら

て,手 に入れたものなのですよ。村

のクリスマスパーティーのときのこ

とでした。クリスマスツリーについ
ひ

ていたろうそくの火がサンタクロー

スのふくに,も えうつったのです。サ
だ

ンタク[]一 スはへやからとび出して

いってしまい,パ ーティーはあっと

いうまに,お しまいになってしまい

ました。

わたしは,プ レゼントをもらえな

かったので,か なしいきもちになり
い え

ながら,か たをおとして家にかえり
っぎ ひ なか

ました。でも次の日,や けあとの中
はんぶん

から,半 分もえてしまってはいまし
な まえ か ほん で

たが,わ たしの名前を書いた本が出

てきたのです。
ほん しようねん

その本は,あ る少年がよくはたら
しょうじき じんせ い

き,正 直であったために人生におい
ものがたり

てせいこうしていくという物語でし

た。
な に

わたしにとっては何かでせいこう
ひ とび と ものがたり でん き

した人々の物語や伝記はおもしろく,
そうぞうりよく

わたしの想像力をかきたててくれま

した。それに,い なかのきまりきっ
か っ き おとこ

だせいかつを活気づけ,ふ つうの男

の子ならだれでももつようなぼうけ
き も

んにあこがれる気持ちをまんぞくさ
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ンド洋からやってきたおどけ

イ さかな

た魚たちと,カ リフォルニア
わんさん

湾産のイソギンチャクが,い っしょ

にうまく,く らしていけるで しよう

か。わたしは,さっきとったばかりの
うご

アンビブリオン･ビ シンクタスが動

み かんが

きまわるのを見ながら,考 えました。

アンビブリオン･ビ シンクタスは,
いち じ かん い

1時 間ほどポリぶくろに入れておい
すい

たのですが,水 そうにはなしてやっ
ねったいぎょてん てんいん

たのです。熱帯魚店の店員は,だ い

じょうぶですよといったのですが,
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つもりなのでしょうか。

アンビブリオン･ビ シンクタスは
さいしよ ひいち にち じゅう

最初の臼一日中,あ まりイソギンチ
ちか

ヤクに近づきませんでした。しかし,
め

ふつか目のことです。アンピプリオ
すい なか

ン･ビ シンクタスは水そうの中ほど
じ

にいるイソギンチャクのそばに,自
ぷん つ く

分のすまいを作っていたのです。そ

してまもなく,あ のおどけものは,
あら じ ぶん

新たに自分のものにしたイソギンチ
しょくわん

ヤクの触腕のあいだを,い きいきと

うごきまわっていました。

このアンビブリオン･ビ シンクタ
みっせつ かん けい

スとイソギンチャクの密接な関係は,
きょうせい かんさつ ひ とび と なんねん

共生を観察する人々にとって,何 年
うんそう

かのあいだ論争のまととなってきま

した。アンピプリオン･ビ シンクク
しょくわん

スは,イ ソギンチャクの触腕により

そって,て きからまもってもらって
けんきゅうしゃ かんが

いるのだと,研 究者たちは考えてい

ました。しかしそうだとすれば,イ

ソギンチャクはこのおどけものから
なに

何をもらっているのでしよう。
とき

いろいろな時に,こ のおどけもの
しょくもつ

はイソギンチャクに食物をあたえた
さかな

り,ほ かの魚をおびきよせてきて,

し ほう

イソギンチヤクの刺胞(ど くのある
しょくわん

触腕)に つかまえさせたりするので
かんが

はないかという考えもありました。

しかし,こ のおどけものはイソギン
おお しょくもつ

チャクのところへ大きな食物のかた

まりをはこんではくるのですが,そ
た

れを食べさせはしないのです。それ
しょくもつ

どころか,イ ソギンチャクが食物を
はや き

つかむが早いかそれをこまかく切り
じ ぶん た

さいて,自 分で食べてしまうのです。
けっきょく なに

結局,イ ソギンチャクには何ものこ

りません。
かんが ただ

どの考えが正しいのでしょうか。
じ ぶん

わたしたちは自分でた しかめること

にしました。そして,と うとうたし

かめたのです。
しょくもつ

まず,て きとうな食物 をあたえる
ちか いけ

ことからはじめました。近くの池に
みず

いけば,ま 水にすむハヤがたくさん

とれました。わたしたちは,ハ ヤを
すい い

3び き水そうに入れました。すると
さかな

すぐに魚たちがおひるごはんにと,
みず

ハヤをひきちぎりはじめたので,水
とき

がはげしくなみうちました。その時

です。どこからともなく,あ のシマ
あ ら

もようのおどけものが,すがたを現わ

48
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日本の伝道史の中において,こ れまで幾

人かの日本人伝道部長が召されてきまし

たが,先 頃任を終えて帰還された4人 の

元伝道部長の証をここに掲載します。

.■llll脚63111●■■艮ll幽咀1111,嘲lo醐o■II巳1,隔1■18騨刈1臨1,時1■111,闘ll■1脚■llll,■■1圏1脚｢Illl,■●1匪脆,昭lll,曝lll■1陰

こけしと伝道
一｢神 の資質｣を 彫 リ出す宣教師一

町田ステーキ部町田

第2ワ ード部,前 仙

台伝道部伝道部長

坂井 圭

国
道部に入って数 カ月たち,宣 教師た

ちの顔 と名前がようやく一致 して思

い浮かぶようになった頃,私 は｢一 体何 を

しに,こ の東北へ来たのだろう｣と 考える

ことがたびたびありました。｢伝 道しに来た

のは確かだけれ ど,も し主がこの地 におい

でになった ら,果 たして何 とおっしゃるだ

ろうか｣と 自問する 日が続きましたが,あ

る時,モ ルモン経の次の聖句が強 く心 に浮
めん どり ひな

かんできました。｢雌 鳥がその雛 を翼の下 に
いくたび

集むるごとくに,わ れはこの後幾度にて も
なんじ

汝らを集めん。｣(皿 ニーファイ10:6)

主 が この地へおいでになったら,｢雌 鳥が

その雛を翼の下 に集めるように……｣と お

っしゃるのではないだろうかと感 じるよう

になったのです。雌鳥が雛 を集めるように伝

道しようと考えていた時,ふ と,以 前｢家

庭のタベ｣で 見 たイラス トを思 い出しまし

た。それはまさしく先の聖句をそのまま描

50

○ 。集翁養蓬蔀i長1諺韮套饗終i蓑雍

い た も の で した 。

3つ の 部 分 が あ る こ .

と に 気 付 き ま し た 。

そ れ は,

1.親 鳥 が い る こ と,

2.ひ な 鳥 が い る こ

と,

3.巣 が あ る こ と,

これをながめている内に,

物灘.
'』 塑

でした。そこで私は3つ の 目標 をたてました。

1.東 北地方で,親 鳥 として教会員を守護

して育てて下さる羊飼を捜 し,育 てよう。

2,

3,

宣教 師になったり,神 殿結婚 をされる

若い人たちを捜 し,未 来を造るひな鳥

を育てよう。

皆 さんが礼拝 し,学 び安 らぎを得 ら

れる集会場 という巣を提供 しよう。

宣教師はまず親鳥となられる｢お 父さん｣

を捜すため,一 軒一軒尋ね歩きました。 し

かし社会経験豊かで,す でに自分の人生観

を築いてお られる方々を導 くことは,人 間
ト

業ではできませんでした。｢伝 道部長,ど う

したら良いのですか｣と たびたび尋ねられ

ましたが,私 にもわか りませんでした。

｢や はり無理 なのか,お 父さんたちの改

宗は｣と 思い悩んでいた時,こ.け し作 りを

実演しているところに出会いました。 こけ

し職人は,20セ ンチメー トル位 の原木を機

械で削 り,見 る間にこけしの形を作 りまし

た。 それか ら筆 をとり,鮮 やかな手つきで

模様,頭,顔 を書 き込 んでいき,美 しいこ

けしが 出来上がるのです。 また加工前の原

木 と,形 はできていて もまだのっぺ らぼう

のこけしと,筆 が入 り立派に仕上が ったこ

けしを見比べなが ら,私 はひとつの木を見

事に変 えていったこけし職 人の腕 に感動 し

ました。木でさえもこんなに価値が変わ っ
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の夜,家 を追い出され,扉 に鍵をかけられ

ました。でも彼女はくじけませんで した。

耐え難 い苦 しみを乗 り越えて,今 はその御

主人と共に,教 会 に集.っています。｢お よそ

わが懲 しめを耐え忍ばず して,わ れ を拒む

者は聖 くせらるるを得ず｣(教 義 と聖約101:

5)聖 めを受けるためには,ど うして も主

の懲 らしめの門戸 をくぐらなければな らな

いようです。

教会員 となったばか りの頃,私 は｢す べ

て重荷 を負うて苦労 している者は,わ たし

のもとにきなさい。あなたがたを休 ませて

あげよう……。わたしのくびきは負いやす

く,わ たしの荷は軽いからである。｣(マ タ

イ11:28-30)と い う聖句を読み,淡 い平

安 を覚 えたことがあります。別 に深い悩み

や重荷 を抱えていたわけではありませんで

したが,こ の聖句を心 のよりどころのひと

つにしようとしました。 しかし,.い ざクリ

スチャンとしての生活の中に入ってみると,

決 してその聖句のようには感じられません

でした。 くびきは負い難 く,荷 も決して軽

くはあ りませんでした。 自分 には荷が勝ち

過ぎると思われ る教会の召 し,家 族や会社

の中での有形無形の圧迫,当 時 の私にはそ

れらの内に秘 められていた主のみこころが

理解できませんで した。 しか し,今 にして

思えば,そ れらはすべて聖 めのための懲 ら

しめだったのです。では,主 は何のために

私たちを懲 らしめ,聖 められるので しょう

か。 これを理解するには,主 のみこころの

深さを永遠の観点から考える必要があると

思います。

ある宣教師の話ですが,彼 の先祖は百数

十年前 にイエス･キ リス トの教 えを求 めて,

イギ リスからアメリカに渡 りま した。 そし
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て,そ のひとりの母親から出た子孫が今で

は3千 人以上 となり,親 族の集いも普通の

建物では狭過 ぎて,公 園を借 りて開いてい

るということです。ひ とりの母親の信仰に

よって,そ の家系から何百人 もの宣教師が

輩出し,何 十万 という人々に主 の福音が伝

えられてきました。私はその宣教師の偉大
かんなん

な先祖 を思い描 きました。銀難 を忍び,主

の懲 らしめに耐 えたひとりの女性がいたか

らこそ,悔 い改 めと罪の赦 しを教える子孫

が世 に出てきたのです。

ひと組の夫妻 に4人 の子供が生まれ,そ

の子供たちがまた,そ れぞれ4人 ずつ子供

をもうけていくとします。 ある計算による

と,こ のようにして子孫が増えていくと,

125年 後 には5,460人,150年 後 には2万 人以

上になるそうです。 もしひと組の夫婦が福

音に帰依 し,子 孫が代々これを受け継 いで

いくなら,た とえ中に道を踏み過る人がい

たとして も,こ のように無数の人々が主の

忠実な息子,娘 となっていくのです。 そし

て私 たちには,罪 の汚れに染 まら.ない何千,

何 万という子孫 の父となり,母 となる貴い

機会が与えられています。逆 に言うと,何

千,何 万 という子孫が主の忠実な子供とな

るかどうかは,実 に私 たち一人一 人の信仰

生活にかかっているのです。

次の世 で,自 分の数千,数 万,い や数十

万の子孫がかわるがわるやってきて,｢父 よ,

あなたの貫 いた信仰は私の心 に植 え付けら

れて育 ちました。見て下さい。私の子供た

ちは今,堅 固な家庭を作 っています。あな

たの教 えは,私 を主のみもとに導いて下 さ

いました。主の懲 らしめを耐 え忍んで下さ

ったあなたに感謝 します｣と いう言葉 を聞

かされた時の喜 びを考 えてみて下さい。 こ
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って真に明 らか にする｣具 体的 な証明 なの

です。

さらに,も うひとつの気がつ いた点があ

ります。 それは,バ プテスマを受ける以前,

す なわち求道者の頃か らこのような生活の

変化 を目指すなら,改 宗への過程 もより円

滑なものになるという点です。 これらのこ

とを考えた時,｢私 たちは福音の真理を人々

に宣べ伝えて,人 々が悔い改めて 『生活を

変える』ようになるまで,最 善 を尽 くして働

かなければならない｣と いうキンボール大

管長の言葉が,改 めて心に強 く迫 ってくる

のを感 じました。

この生活 を変 えていく過程は,求 道者が

バプテスマを受 けるまで,さ らには,バ プ

テスマを受 けた人が真 の改宗 をするまで人

生のあらゆる段階 において求め られ る重要

なものです。

私たちは｢チ ャレンジ｣と 称する安価 な

パンフレッ トを,当 時地域代表役員であっ

た菊地長老の許可を頂 いて印刷 レ,悔 い改.

めの レッスンプランの補助教材 として使用

することにしました。 このパンフ レッ トは,

実生活の中で福音をどのように応用 してい

ったらよいかを考 えさせ るためのもので,

結果的には,求 道者ばかりでなく,教 える

宣教師,さ らにはジョイン トす る会員たち

までが 自分の生活を変え始めるようにな り

ました。

日本人は理論 に弱 い人が 多いようです。

レッスンプランで素晴らしい福音の原則を

教えられて も,実 際 の生活面でそれが どの

ように関連 し位置づけられるのかはっき り

わからないうちに｢は い,は い｣と 答えて

しまう人がたくさんお ります。私たちは理

論や原則だけではなく,実 際にそれをどう
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応用していくのか も教 えたり,チ ャレンジ

する必要が あると思います。

福音の持つ行動的かつ実践的な面が具体

的な形 となって表われ る時,こ の教会 は,

都 会といわず,田 舎といわず,あ らゆる場

において,高 く評価 され,宣 教 師もうむこ

となく伝道の業を続けていくことができる

のではないでしょうか。(おかも と･リ よう

1942年 生 まれ,東 京東 ステーキ部高等評議

員)

備えと決断
一一流の宣教師となるために一

茅 横浜ステーキ部横浜

中央支部,前 名古屋

伝道部伝道部長

相良 健一

囮
は今,.3年 の伝道生活を終え,自 分

が味わった大 きな喜びをひとりで も

多くの若 入に知 って欲 しいと念じています。

私が このようなことを言うまでもなく,伝

道に出たいという熱 い思いを胸 に秘 めてい

る人は数 多くいると思います。 しか し,出

たいと思いなが らも,事 が思うように運ば

ず,悩 んでいる人 も随分 多いのではないで

しょうか。

何事においてもそうですが,準 備 をせず

に成 功 を勝 ち得 ることはできませ ん。 ド伝

道｣す なわ ち,神 の道を伝 えるというこの

貴い仕事 であれ ばなおさらのことです。あ

る日突然｢伝 道 に出たい｣と 切 り出 して,



99告目H#Z861/冥(0魁竈

。､へ♀⊥｣翫畢≦2∩R∩2ユ準軍茸盟

｢稟⑦製竈｣OG⊥。日91冒ll`寧江許賜{チ

醇錘告冒匹到…嫉華⑦＼!終一こ>4r[r一□●
oゑ率∩玉工呈}∩ρ(字99。ゑユ白罷(∂｢硝禦

謂麗豊認甥翻1[垂司

僧饗鐸…畿

豊引畢ギー壬×黎尉`健準弔由乙ε61卑､､ツ

≠レ(き}(≠ミと)。ゑ準qミ～⊥ユ'ど青測…写`(き障

⑫(汐率自↓倖ユ.罫年q∩ヨr。=¥∩翠60芳母2

⊇管1字9窪}皐耳熟字…ξ`ユ彰`〉毒‡…1ユユ

Gア=:1叢呈`ユ∩蟹畢興甲⑦[劉由7ε‡:17坐

。ゑユ瞬磐⑦挫醤`(へ障雰ユ(ρ22曾舎払4

∩ユ∩蟹孕興男‡il⑦曾禦⊃1コを`自↓倖`尊

撫(Σゑコ(汐胃⑦暑:]粟率。ゑユ⑦〉(ヘユ41G

⊃,暫や㍗曾盛q量孕Y3,9弱`ユ中⑦強誰

4G魚雷`η轟母匹酵。卓率qユG痺⊃1塾

一三).藁⑦》Y2軋`罪1中⑦･ワ･⑦蝉〕薙耳〉(ヘ

ユ∩馨智ユγ足母者⊃IK･一×=¥辞〔許白ゑ

。
,巨…β(ヘユG4螺⊃IG2Ω鞠認`寧1【¢9

2<4駐ゑ=～(〃(}(o磁目母レ老`∩<4∩。ゑ

準q}τ～9》脅⊃IY⑦ユこ･/4Σ翠,ミラ翻こ≧狛婁

管嘩oγ吾率皐立(訣回'‡:1ユ(ヘユ蜘立峯i劉

oゑユ⑦=¥∩劉…羨牽h｣互091ユ∩2等

姦耳蟹少`宰鰯割由･1}∩老。尋∩翠白隷⊃1

工蜘垂⑦留工1醇皐:¥:曾禦21単贈轟`コ鋼回

2管叩孕溝豊`∩奉つ･認(へ團(きq2曾茸⊃1

蝉聯耳(き導G脅⊃1騨61ア剛.。ゑこL右少彰(･G

=～【へ絃吾田(}.響一ア1等9ε`∩百}。4∩率12
ヨマ

9告黙¢∩提〉盛9甲`⊃1鋼4G4由=1∩4

∩。=¥∩ユ⑦(辛9q=～q脅ミ～士呈⊃1弩房髪罪グど

最`白～潔像=～24G詳窯鶏蠕(∂逸⑦老‡ll魏

04∩.準q塁=～G胃甲⊃1寡雪=:1購型`⊃1鋼⑦

弔由7Z講學oゑΩ,Y⊇μ1碁母ムΣ:壬∠.y≡)一

単曾禦⑦阜恥国中⊃1翻【う呈≡‡ll渤Q⊆マ∩率

》ユ､自糞=:1圖孕些目聯耳⑦Y掌日受望。#ユ

欄遜判(∂障〔含:¥`G20(ト(}2》劉q首
。ゑユ董伽Ψ茎射q首`‡:に:1(汐

4身障2蝉〕弊耳⑦蟹一(髪り9鐸ユ!ソ醇螺雪

晶¥`(}ユ∩D11字ゑq`き4ゑ準白～拳く46鰐

鰹=～2茸〔許¥｣～茸慰甲管望⑦轟1厘L擢二～盈目

`昆粛⑦涌竈⑦日彰`劉三F(へξ奨`(}⊃1螺劉

。v吾…β白障勲｢曜勲

茸哩9～ユ∩9【4.騨･受甲⊃1纂讐}'`捌墨レ真曾勲

漸⊃1年ユ蕊/,巨豪尋嶽⑦弼一⊃再手一〇∩!耳翠

皐ユ.‡ll22(薯》羽･扉輩⊃IY…F⑦白=4'Σ^。ゑ

ユ(∂q絃峯ユG警=～謡=(}國翻障:重喜⑦ユ

∩2噸〕難耳丑量(}ユ。9甲∩ユq障*ユG

野二～謡=ア困･<4乙4r一μ⑦彦磁豪Qゑユ

拳日胃G狙41碁母讐士9q=～｢4∩準宰}G

呈母(き潭甲ミ～ユ携士鰹副･<4乙4r一μ⑦国

`誉刻畢耳1割
｣`ア1(04G4m29曇一`鰹4∩

率白】岨名蚕(}興魁孕鵬毒(09哩象=¥蝉〕弊耳

`計翻誉腿黛劉‡ll挫。ゑユ⑦曾書と∩禦味=～2

曾源2勲鱒(∂戻男鰹1宰老`⊃19甲管qユG

呈〉甲(}鼻最羅。ゑユ=～⊇黎[含:¥`(}(ρ9

GマG辱∩藁翻藁⑦=～罫レ冨⑦嘉…軸ア1ユ翠(i≧

叩⊃1更男`(き写(レ量2q4白⇒⊃趣目〕難耳

。,巨累【へ量?ヨ¥⑦(};琢[許¥

【へ諏9⇒翠1.}律撃髪2?2>qユ∩9<¢M

G古母騨重》裂身夏1窮障9〕F⑦2。ゑこL⑦

=¥坤〉ユ∩1留蛋→<}一yOOIぎ(!瞬型ア1目イ

轟纂割`(淋4∩。ゑユ⑦4畢ユΨ2コ曾甲

⊃1戻男ユ騨OZ`∩甲蓄母暴嬰由21翻(ρ騨OZ

ユ∩…をo;¥∩累(汐準孕鶴盈}41購∩呈呈母2

2(o戻割`=～⊇(ρ等〕弊⊃1誰型ゑ》男鐸19》

レ暑。4∩率(へ量?q尋用⊃1耳男`〉脅(}

團ユ勲誉弓△×壬､乙y翠1尊裂`鰹ゑユ圏(o

彰卑49嘩4自蒼孕ム×壬､乙yユ騨81。く49

Ψ∩ユ⑦(摯曾η9魁鰹凝回⑦馨型ユ∩4音

一



ど
瑛聴'辱 麟(蒙

神殿宣教師として奉仕して
一生涯忘れられない日々一

元神殿宣教師

仙台ステーキ部仙台第1ワ ード部

塩 隆義

たち夫婦が神殿宣教師として働いた

私､年 間の生活は泄 の嶺いを離れ,

信仰の深 い兄弟姉妹 に囲まれて,何 の憂 い

もなくひたすら神様 にお仕えすることので

きた,ま さに生涯最良の 日々でした。聖 な

る神殿での喜び と祝福に満ちた働きは,終
さわ ほほ え

生爽やかな思い出として,心 に徴笑み と潤

いとをもたらしてくれるに違いありません。

様 々な思い出の中から,と りわけ私の心

に深く残っていることを書いてみたいと思

います。

そのひ とつは,大 管長会事務局から私 と
あて

妻宛に送られてきた召 しの手紙 を手 にした

時のことです。｢あ なたはこの度,聖 なる儀

56

ふさ わ

式を行 なうため,主 に奉仕するに相応しい

ひとりとして推薦 されました。それ ゆえに,

あ なたは戒 めを守り,そ の行動 にも外見に

おいても最高の標準を維持するよう期待 さ

れています｣と いう文面を 目にし,｢む べな
み

るかな｣と 痛 く感動致 しました。神様の御
そば

側近 く仕 える者 として,霊 的に極めて高く

なければならないのは当然のことと考えた

からであります。 と同時 に自分 自身を省み

ると,と て も勤 まりそうもないと恐れ も抱

きました。 しか しその反面,な かなか得難.

い機会ですので,何 とかして神殿で奉仕 し

たいとめ気持 ちもあったのです。

いろいろ思案 している内に,ふ とイザヤ

書の中のひとつの聖句が心 に浮かびました。

それは55章 の中の｢わ が思いは,あ なたが

たの思いとは異なっている｣と いう聖句で

した。この聖句は私 を非常 に力づけ,励 ま
あん ど

し,そ して安堵を与 えてくれました。｢そ う
しよせん

だ,自 分は幾ら背伸び してみても,所 詮,

一介のチッボケな人間に しか過 ぎないのだ
。

神ならぬ身でとて もこの様 な高い標準 を保

てるはずがない｣と 思います と非常 に気が

楽になってきて,こ の上 は思いを正 し,行

ないを慎 み,身 なりを整えて,で きるだけ

みこころに添 えるよう努めればいいのでは

ないかと考え,意 を決して,至 らぬ者では

あ りますが,喜 んで召 しに応えたい旨の返

書を送 りました。

しか しながら愚かな身の悲 しさ,い ざ召

しにあずか ります と,初 心 を忘れて,愚 か

しい行な.いをしたこともありました。今さ

らなが らに恥ずか しく,申 し訳なく思 って

おります。
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驚

｢汝らわが言うどころを

行わ ば…｣

塗装業

町田ステーキ部

町田第/ワ ード部

加 藤 喜 司

囮
婚 した当時,私 は,4,5人 の グルー

プを組んで,ビ ルの塗装 の仕事をし

ていました。

ある時,リ ーダーの人が私 にこう言いま

した。｢毎 週 日曜 日に教会 を休 むのは困る。

仕事 をとるか,教 会をとるかよく考えて返

事をするように。｣私 はそう言われた瞬 間に

心の中で主の道を選んでいました。 これか

らの自分の仕事のことや,家 族のことを考

えると本当に大変なことで したが,私 は戒

めを守ることに決心 しました。

それ以後私は

独立 し,ペ ンキ

屋としてスター

トしました。宣

教師 と同じよう

に戸別訪問を始

めました。一軒

一軒戸をたたき,

自己紹介 をして

仕事 を求 めまし

た。 しかし,世

の中はそう甘 く

58

職i業圏 言i仰灘1麹箪薮⑧

はあ りません。思 うように仕事がありませ

んで したが,初 めて仕事 をやらせていただ

いた時の喜 びは,今 もよく覚 えています。

その様 な状態 にあった時も,家 内と私は,

きちんと生活していくことがで きました。

長女 のお産が近づいた頃は経済的 に一番

苦 しい状態でした。 そんな時に,土 曜,日

曜日ならできるという工場の塗装 の仕事が
のど

きました。咽か ら手が出るほど仕事が欲 し

い時でした。 しかし私は,安 息 日を守るこ

とができないという理由でその仕事 を断わ

りました。入院費用は父親からの借金で し

たが,長 女は無事 に生まれ ました。経済的

には貧 しくとも,私 たちの家族 には平安 が

ありました。

まだ町 田ワー ド部が古い建物 を借 りて集

会している時に,入 口に小 さな看板 を立て

ることにな り,私 が その責任を受けました。

板 を看板屋さん に運び,文 字を書いてもら

うことにな り,私 は仕事を休んで持 って行

きました。打ち合わせをしていやと,隣 の

作業所の方が来 られて,｢あ なたはペ ンキ屋

さんですか｣.と 聞かれました。 なぜなら,

私 はペ ンキだらけの仕事着 を着 ていたか ら

です。彼は｢今 すぐ仕事をしてくれるペンキ

屋さ.んを探 しています｣と 言って,あ る会

社を紹介してくれました。 その会社が,現

在まで続けて仕事を出して下さる建 設会社

でした。 それか らは次々に仕事が出されて

途切れたことが ありません。その会杜の責.

任者の方は,お 酒 もタバ.コも飲まない,と

ても謙遜 な方です。

この会社の仕事を始めてか ら8年 が過ぎ

ました。今は,自 分 の家を持つことができ,

什分 の一を納め,.税 金 を払 い,平 和 に生活

できることを本 当に感謝 しています。私は



69

。(2@

Ω,｢》皐田9～(PY¥暮i輻田旦:⑦疵…副一乙9舅

当壷盟キー≦と壷箪壷`鞘覇畷爪ワ呪日ヨ*

((二卑･こ〉:4)
。真率(へ量｢コ～(へ46要牽甲一(へ脅(o(う剰･`ユ

∩白埠ゑ鐸⊃1[二9～(o酎白津K4曾禦事`鰹ゑ

;LY集くへ脅像〉評,〉(へ等峯oゑ率qi劉〉ρ

>G号皐叢(∂》箪鐸⑦鰍。4∩翠宰鐸4【うユ

駐軒懸身ム×壬A/`白甲⊃1･り･遜⑦者目

魯目`2(汐曝9ピ(〃罪誉型qン乙Ψ`半樂

。胃∩

,…β白蝶ユG留=～944群4尺ヘユ律Y⊃192

=～(塞う9去(湛多目コ謡〉陛擁セ嬰⑦雷器⑦国

(ρ艇9<4～享4鱒。4∩睾白9～ユ∩母(へ留【う

q避(解窟[彰qq`(〕溜孕2コ⑦輩〉二>G』

`白甲ユ∩率∩〉コ
.孕¥`目z⑦毒寺。4∩

翠白蝶ユ'ソ量`2鐸鎚遙Q∩葬⊃1宗率`(馨

爪ワ曝田

9畢杢≡3i諺警接～恨⊆匠鷹螺窒

告冒ll宅Z861/菓(0賜韻

-首弓2蓼勲G∩⑦…静･士`Q罰母(o管喫(ρ

導囲潅泓4晋～`G溜(}⊃魑(〃潟･去(〃2`⊃1

単〉身》遙(o獅9螺蝉鷺罪1獲。4∩準∩〕獲

54G量曾1/9㌶･り一Ψ4∩翠雰亘じ吾4鼎

弓嬰禦(2G9くへ`∩》蕨9ヒ豪白写㌧ミ^日謁

。写∩準雰鍵21嵩

司βユ=～2(ρ2(Σqユ6回彰〉甲`=～曾勲π.∩

申2｢ゑユ田旦:料騨蓉。ゑ宰).c一,旦コミラ聯

⑦暑･1/(∂章箪埠譜(∂推劇話。⑫ゑユ･〈丑4r

卍｣.`ユ(04∩ユ22(∂=～母嬰9～(〃弓弊刈×

nギ･×エン製竈日牢=～ゑ準'首ユ叩。4∩

宰畢ユ名【¢牽皐〉蓮(グ陛`=～｢31日専｣鐸
.由･皐(〃老`=～ゑ準白窪ユ6留2く¢⑦曾健(き

鷲}∩蔚母牽⑦【42｣～。4∩…β一ど冨⊃1∩騨

毒逼麗鍵罐麹言ξ團

ムと=壬.乙V⑦攣:8∠
◎ヨ●ミΩ観Ω竃観竃観◎観観.竃竃6観織観観観Ω観竃観竃Ω竃

(営簗士呈奮豊甥重一壬

×田舳`り準事毒9ラ6In∩牢･⊆マ､(r)
o翼∩翠(へ皐⊥母費附障鼻¥ユ∩樽⊃障鳳

身撃寸〆脅難膨禦(〃主`鰹潔つ翠撃認導Gユ

吾皐母賜幸駐助母辮塁;(o刻皐副.一∠｣田血。真

率(うミ～⊥ユqユつ蚤孕卑マ挫⊃侭¢ii癬葎

(1導OI;専88鱗蚕;～難聯)｢。ゑ`寝鼻母箪鰐9珂'

9〕霧黒,ゑ(字=｣髪豪9⊇=～9皇き4¢94孝`2η

皐。自禦王レ巣}∩秘⊃,悌2レα管障…耳∫博

身母(22=～(き呈遅確9写も。4∩零穿9呈創 .1γ･シ

零。γ丼準6禦埠ゑア1管辞9魁(}くへ群(ρ魁
`ア1ユ9甲曾q)

.∩⊃1到皇(ρ酎景者轡(∂曇

`ゑ(才蔀身(}卿剰ユξ目`(摯ユn=～4(汐率⊃1

一幾景=～葉2国⑦軋。ゑユ=～2(きくう=～(へ陣

律9》看(馨鰍｣野`溜η41源∩厚髭専鼎甲一

ユG畔[引コくく/14壬4凍(き》育`(筆ユ(汐

率景2難2国⑦韓⊃1一影。真率白鱗字聖(ρ

G二～Ω`4舎歩ユ∩興豪劉弔(ρ磁目`判推

。γ吾準白1禦‡～1=～24∩

鋤潟2(き9禦ユ茸γ2鰹畜嬰(∂…憂o胃∩率

畢ユ(汐番コ(汐倒`曇一濠=～讐=～国⑦瞬`コ輿

一



翁国･一調 匿懲 一 §藝

読者の

AIRM,41L

ロサンゼルス伝道部に

召されたEヨ本人宣教師

からのお便り

力の泉

｢;卿 口 徒の道｣は 私にとってとても大切三主三

な心の友であ り慰めであり喜びで

す。実は何カ月間か｢聖 徒の道｣を 読む機

会がなかった のですが,神 戸伝道部長夫人

ポーター姉妹の計らいで久し振 りに｢聖 徒

の道｣を 手にすることができました。読ん

でいくうちに指導者の証 を通 して真理 を知

る喜 びが胸 に広 がってい くのを覚えました。

また,同 じ証を持ち世界の各地で主に仕え

ている兄弟姉妹 たちとの絆を感じて,と て

も励 まされました。 また特 に,日 本の地で

多くの兄弟姉妹 たちが素晴らしい証を持 っ

て忠実 に主のみ業 に励 まれてい.る様子を知

って,日 本人の聖徒 の素晴らしさを改めて

感 じました。

私は今 日本を離れ,ア メ リカの地で伝道

していますが,こ こでも心の謙遜 な,ま た

主に従順 な人々が神 の王 国に次々 と迎え入

れられています。この尊き主のみ業はすべ

ての人々に及び,悔 い改めを望 むなら誰で

もこの羊の群れに加 わることが許されてい

るのです。世に悪がはびこり,.人 々の心は

主の教えから遠 く離れている中にあって, .

神様 から与 えられた正直な心を保ち,真 理

を求 めている入々に出会う時,私 はこの.み

業の価値 を改めて知 ります。先 日ある黒人

の青年に レッスンをしましたが,彼 は｢こ

のような素晴 らしいメッセー ジを聞かされ

るのは初めてです｣と 感激をもって回復さ

れた福音のメッセージを受け入れました。

私 たちが生活の基としているこの福音は

イエス･キ リス トの福音であ り,私 達 を救

いに導 く真の福音であることを心 より証 し

ます。 また,｢聖 徒 の道｣は この福音を実践

し,神 を知る人々の貴重な体験や証が記され

てお り,私 たちが霊的な糧 を得,励 ましを

得ることのできる力の泉です。 ひとりでも

多くの人々が これを読み,福 音に生 きる喜

びを共 にすることができます ようにと願 っ

ています。(ロ サ ンゼルス伝道部 専任宣 教

師･中 出敦子･35歳･ホ ームワー ド部は神

戸ステーキ部神戸ワー ド部)
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一
ご ち そう

い､うピーチを御馳走にな ったりしたことも.

あ ります。皆 とても日本では想像できない

ような,ス ペースを持 っています。

ア リゾナ州フ ェニ ックスに移ってからは,

種 類を増やしましたが,こ こでは暑さとの

戦いです。(4月 頃か ら暑 くな り始め平均

26.6℃,7･8月 は44℃,涼 しくなるのは10
と じよう

月末)土 地 の狭さと粘土質の土壊 のため,

十分 に根が張らず,何 度 も失敗 を重ねまし

た。胡瓜,メ ロ ンはうまくいきませんでし

た。それでもズキニ,ス クワッシュ,オ ク

ラは素晴 らしい生長ぶ りを見せてくれます。

ふだん草,.ト マトも飽きることなく食べ続け

ています。 まだ保存の段階まで にはいきま

せんが,土 が与えて くれ る豊かな実 りに感

謝の気持ちを新たにしています。この経験

を生かし,日 本に帰 ってからもぜひ畑作 り

をしたいと燃えています。(アリゾナ州フェ

ニ ックス･ウ エ ストステーキ部第37ワ ー ド

部･高 井三千子･33歳)

ベルサイユワード部で

会ったデイマール兄弟

の改宗から

りの中で宣教師の聖書を引き裂いた

怒 求道者。何 と激 しい人でしょうか。
｢聖 徒の道｣9月 号 『予期せぬ収穫』のデ

イマール家の改宗談 をぐいぐいと引き込ま

れるようにしなが ら読みました。入が福音

を受 け入れるまでの間には,時 に驚くよう

な ドラマがあ ります。 しかし,本 当に驚い

たのは,記 事 を一通 り読み終えてか ら,何

気なくタイ トルページの写真を見直した時

のことです。 よく見 ると,2年 前ヨーロッ

パ各地を旅 した時に,フ ランスで会 ったこ

とのある家族なのです。

初めてベルサイユワー ド部を訪れた日,

最 初 にお会いしたのがデイマール兄弟でし

た。彼はフランス語のわか らぬ私に笑顔 で

終始親切 にして下さいました。ベルサイユ

郊外ヘ ピクニ ックに行った時,元 気にサ ッ

カーに興 じていたデイマール兄弟と息子 さ

んたち.。今は懐 しい想い出です。フランス

はカ トリックの根強い地ですが,彼 の改宗

にこのようないきさつがあろうとは思い も

しませんでした。宣教師たちはどれ程忍ん
よ

だことでしょうか。｢… …汝らはわれに由 り

てかれらに模範 をあらわすよう忍耐強 く勘
かんなん た

忍をし,ま た銀難に堪えよ。さらばわれは
なんじ

汝らをわが手に使い多くの人を救わん｣(ア

ルマ17:11)と いう主のみ言葉 を思い出 し

ます。

.ベ ルサイユワー ド部は,宮 殿からさほ ど

遠くない,し っとりとした美しい住宅街 にあ

ります。 アメ リカ人家族 もお り,集 会は2

力国語です。パ リ滞在中,私 はこのワー ド

部の多くの方々のお世話にな りました。彼

らを想い出す度 に,国 の違いを越えた神聖

な絆 を感 じるのは,こ の美しい福音の力ゆ

えです。

この記事を読み,人 の霊 にしみ込む｢み

たま｣の 驚 くべき力,伝 道の大切さ,宣 教
い けい

師への感謝,そ して主のみ業に畏敬の念を

抱かずにはおれませんでした。(東 京西ステ

ーキ部立川支部･西 原雄二･33歳)
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